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平
成
十
七
年
第
一
回
壱
岐
市
議
会
定
例
会
は
、
三
月
四

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
二
十
二
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

十
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四
号
）
二
億
八
千
六

百
八
十
九
万
八
千
円
を
減
額
、
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

予
算
二
百
九
億
八
千
七
百
万
円
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
四

十
五
件
、
陳
情
一
件
を
審
議
し
た
。

四
日
は
議
長
の
諸
般
の
報

告
、
市
長
の
施
政
方
針
に
続

い
て
議
案
の
上
程
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
た
。

九
日
は
、
上
程
議
案
へ
の
質

疑
、
予
算
特
別
委
員
会
の
設

置
、
各
常
任
委
員
会
へ
の
議

案
及
び
陳
情
等
の
付
託
、
十

日
、
十
一
日
、
十
四
日
は
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
三
十
四

名
が
登
壇
し
た
。

十
五
日
、
十
八
日
は
常
任

委
員
会
、
二
十
二
日
、
二
十

三
日
は
予
算
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
十
六
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
、
十
七
年
度
一

般
会
計
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
た
。

最
終
日
に
は
議
案
一
件
、

同
意
一
件
、
諮
問
二
件
、「
市

議
会
の
解
散
に
関
す
る
決

議
」
発
議
一
件
等
六
件
が
上

程
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予

算
を
は
じ
め
、
上
程
さ
れ
た

案
件
の
う
ち
、
陳
情
第
一
号

が
不
採
択
。
発
議
第
一
号
は

否
決
。
以
上
二
件
を
除
き
、

全
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

平
成
十
七
年
度

予
算
編
成

昨
年
十
月
二
十
九
日
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
出

さ
れ
た
中
間
答
申
を
踏
ま
え
、

自
己
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

職
員
の
欠
員
不
補
充
、
補

助
金
の
一
部
見
直
し
、
単
独

事
業
の
見
直
し
等
行
い
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
要
か
つ
緊

急
性
の
あ
る
事
業
に
重
点
的

に
配
分
し
、
予
算
編
成
し
た
。

不
足
財
源
に
つ
い
て
は
、

基
金
の
取
り
崩
し
、
市
債
借

入
金
に
よ
り
補
充
し
て
い
る
。

特
別
会
計
の
統
合

事
務
事
業
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
特
別
会
計
の
見
直

し
を
行
い
、
壱
岐
市
精
神
障

害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
、
壱
岐
市
精
神
障

害
者
福
祉
ホ
ー
ム
Ｂ
型
事
業

及
び
壱
岐
市
老
人
ホ
ー
ム
事

業
各
特
別
会
計
を
一
般
会
計

へ
。壱

岐
市
漁
業
集
落
排
水
整

備
事
業
特
別
会
計
を
壱
岐
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
統

合
し
、
十
六
会
計
を
十
二
会

計
と
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
建
設

郷
ノ
浦
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

き
ょ
う
あ
い

セ
ン
タ
ー
は
施
設
が
狭
隘
な

上
、
三
階
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
要
介
護
高
齢
者
の
急
増
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に
よ
る
多
様
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
出
来
な
い
状
況
で

あ
る
。

こ
れ
の
改
善
の
た
め
に
旧

郷
ノ
浦
町
初
山
開
発
用
地
に

面
積
約
千
九
百
平
方
�
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建

設
を
予
定
。

認
知
症
対
応
型
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
障
害
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
機
能
を
充

実
し
た
施
設
と
し
て
計
画
、

十
七
年
度
は
設
計
管
理
費
と

建
設
費
に
所
要
の
予
算
を
計

上
。

バ
ス
路
線
維
持
費

補
助
と
高
齢
者
無

料
化十

七
年
度
、
補
助
金
の
増

額
に
併
せ
て
七
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
、
路
線
バ

ス
利
用
の
無
料
化
が
出
来
な

い
か
壱
岐
交
通
株
式
会
社
に

申
し
入
れ
を
し
、
内
諾
を
得

て
い
る
。

平
成
十
七
年
度

税
制
改
正

個
人
住
民
税
所
得
割
額
の

定
率
減
税
の
見
直
し
で
、
現

行
の
定
率
減
税
を
二
分
の
一

に
縮
減
し
、
十
八
年
六
月
徴

収
分
か
ら
実
施
。

人
的
非
課
税
の
範
囲
の
見

直
し
で
、
六
十
五
歳
以
上
の

者
で
前
年
の
合
計
所
得
額
が

百
二
十
五
万
円
以
下
の
者
に

対
す
る
非
課
税
措
置
を
十
八

年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら

段
階
的
に
廃
止
。

不
動
産
登
記
法
の
改
正
に

よ
り
、「
不
動
産
登
記
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
十
七
年
三
月
七
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
議

案
を
提
出
。

市
の
花
木
・
花
・

木
・
鳥
の
指
定

壱
岐
市
誕
生
を
記
念
し
て

市
民
に
親
し
ま
れ
、
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
「
花
木
・
花
・

木
・
鳥
」
の
選
定
に
広
く
公

募
を
し
、
多
く
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
。

選
定
委
員
の
審
議
の
結
果
、

市
民
に
な
じ
み
深
く
親
し
ま

れ
、
市
を
代
表
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
市
の
花
木
を
『
や
ぶ

椿
』、
花
を
『
水
仙
』、
木
を

『
ま
き
』、
鳥
を『
め
じ
ろ
』

に
決
定
し
た
。
尚
、
指
定
日

は
壱
岐
市
誕
生
一
周
年
と
合

わ
せ
て
、
平
成
十
七
年
三
月

一
日
と
す
る
。

市
歌
の
制
定

新
市
の
誕
生
を
機
に
、
新

し
い
市
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
歌
を

制
作
。
全
国
か
ら
三
百
二
十

四
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ

た
。審

査
の
結
果
、
藤
本
健
人

さ
ん
の
作
品
が
採
用
さ
れ
、

作
曲
は
、
小
椋
佳
氏
。

新
規
就
農
者
対
策

新
規
就
農
者
が
研
修
会
等

を
終
え
、
就
農
す
る
際
に
、

一
定
の
資
金
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
円
滑
な
就
農
を

促
進
し
、
早
期
に
優
良
な
担

い
手
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
新
規
就
農
者
独
立
支
援

事
業
を
実
施
。

ま
た
、
研
修
を
受
け
入
れ

る
農
家
に
対
し
て
も
、
研
修

事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
研
修
受
入
対
策
事
業
を

実
施
す
る
。

新
規
就
業
促
進
事
業

（
漁
業
）

漁
業
者
の
高
齢
化
・
後
継

者
不
足
対
策
と
し
て
、
平
成

十
七
年
度
よ
り
Ｉ
・
Ｊ
・
Ｕ

タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
業
者

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
規
就
業
者
や
漁
業
後
継
者

に
対
し
て
研
修
等
を
実
施
し
、

漁
業
者
の
育
成
を
図
っ
て
い

く
。

港
湾
・
漁
港
の
整
備

港
湾
に
つ
い
て
は
、
印
通

寺
と
唐
津
を
結
ぶ
現
行
の

フ
ェ
リ
ー
が
平
成
十
九
年
春

に
大
型
化
し
就
航
す
る
た
め
、

県
は
接
岸
施
設
の
改
修
と
航

路
の
確
保
に
つ
い
て
地
元
関

係
者
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

市
と
し
て
の
対
応
は
既
存

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
改
修

と
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ

の
新
設
が
必
要
と
な
り
、
本

年
度
は
施
設
の
改
修
及
び

ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
の

設
計
委
託
の
予
算
を
計
上
。

漁
港
事
業
は
、
大
久
保
漁

港
・
初
瀬
漁
港
・
湯
ノ
本
漁

港
・
諸
津
漁
港
・
八
幡
漁
港

の
整
備
に
予
算
を
計
上
。

岳
の
辻
園
地

整
備
事
業

昭
和
四
十
三
年
に
建
設
さ

れ
た
展
望
台
の
老
朽
化
が
進

み
、
県
営
事
業
に
よ
り
三
ヶ

年
計
画
で
全
面
改
修
工
事
に

入
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
二
期
工
事
の
用

地
購
入
、
用
地
測
量
、
展
望

台
の
解
体
等
の
予
算
を
計
上
。

病
院
事
業

公
立
病
院
は
、
総
合
病
院

と
し
て
の
機
能
や
救
急
医
療

の
高
度
設
備
等
、
ま
た
、
採

算
性
が
低
い
部
門
や
赤
字
部

門
を
担
っ
て
経
営
し
て
い
る
。

し
ょ
う
へ
い

今
後
の
医
師
招
聘
問
題
、

医
療
費
の
抑
制
等
こ
れ
か
ら

の
病
院
経
営
に
と
っ
て
さ
ら

に
厳
し
く
、
経
営
基
盤
の
確

立
が
必
要
で
あ
る
。

四
月
一
日
か
ら
の
診
療
体

制
は
泌
尿
器
科
を
常
勤
で
開

設
、
内
科
五
名
、
外
科
二
名
、

整
形
二
名
、
精
神
科
二
名
、

他
科
一
名
ず
つ
の
十
五
名
で

ス
タ
ー
ト
の
予
定
で
あ
る
。

か
た
ば
る
病
院
は
五
月
よ

り
、
市
民
病
院
の
開
院
に
伴

い
、
現
有
病
床
の
七
十
四
床

か
ら
四
十
八
床
の
療
養
型
病

床
と
し
て
再
出
発
す
る
。

消
防
本
部
関
係

各
町
消
防
団
の
統
合
に
つ

い
て
は
関
係
各
位
の
協
議
に

よ
り
、
今
年
五
月
一
日
付
で
、

壱
岐
市
消
防
団
と
し
て
発
足
。
03 壱岐市議会だより 2005年第5号



質疑�

十
六
年
度
補
正
予
算

地
方
債
の
利
率

Ｎ
Ｔ
Ｔ
債
と
は

海
岸
整
備

簡
易
水
道

漁
業
集
落
排
水

壱
岐
市
総
合
計
画

壱
岐
市
民
病
院

壱
岐
市
消
防
団

十
七
年
度
一
般
会
計
予
算

農
地
流
動
化
奨
励
補
助
金

地
産
地
消
型
農
産
物
流
通

補
助
金

低
コ
ス
ト
肉
用
牛
生
産

特
別
事
業

肉
用
牛
ビ
ジ
ョ
ン
二
十
一

政
府
資
金
十
年
の
も
の
で

〇
・
九
�
。
主
に
下
水
道
や

簡
易
水
道
関
係
で
、
最
長
三

十
年
の
も
の
は
一
・
九
�
。

民
間
資
金
に
つ
い
て
は
、

一
・
五
五
�
で
、
借
入
先
に

つ
い
て
は
銀
行
・
農
協
・
漁

協
の
中
で
一
番
有
利
な
貸
付

利
率
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
。

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
の
株
式
の
売
り

払
い
収
入
の
活
用
に
よ
る
社

会
資
本
整
備
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
で
昭
和
六
十

二
年
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

八
幡
の
左
京
鼻
付
近
の
海

岸
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
県

の
方
で
災
害
査
定
が
終
わ
り
、

の
り
め
ん

海
岸
の
工
事
と
法
面
等
の
補

強
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
二
月
に
入
札
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
た
め
市
で
予
算
化
し
て

い
た
が
減
額
と
な
っ
た
。

平
成
十
六
年
度
の
滞
納
繰

越
分
を
当
初
二
千
八
百
六
十

一
万
円
と
し
た
。
今
年
二
月

末
現
在
約
四
百
三
十
万
円
が

徴
収
で
き
て
い
る
。
徴
収
対

策
と
し
て
は
、
再
三
の
請
求

や
面
会
も
し
て
い
る
。
そ
の

次
に
給
水
停
止
予
告
書
、
給

水
停
止
通
知
書
の
発
送
、
そ

の
後
給
水
停
止
の
処
分
。
本

年
度
四
十
一
件
実
施
し
た
。

石
田
町
山
崎
地
区
に
お
い

て
平
成
十
五
年
度
供
用
開
始

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
三
年

以
内
に
加
入
す
れ
ば
、
加
入

促
進
補
助
金
十
万
円
と
、
個

人
の
配
管
工
事
料
一
�
に
つ

き
三
千
円
の
補
助
。
十
五
年

度
三
十
二
戸
の
加
入
。

こ
の
計
画
は
旧
四
町
が
合

併
推
進
に
あ
た
り
組
織
さ
れ

た
「
壱
岐
四
町
合
併
協
議

会
」
が
策
定
し
た
新
市
建
設

計
画
「
飛
翔
・
・
・
壱
岐
二

十
一
世
紀
計
画
」
の
内
容
を

踏
襲
し
、
本
市
が
進
む
べ
き

方
向
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た

め
の
方
策
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
上
で
本
市
の
総

合
的
な
行
財
政
運
営
指
針
と

な
る
ほ
か
、
市
民
・
企
業
な

ど
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
の
協
働
の
あ
り
方
や
活

動
指
針
を
示
し
た
も
の
。
期

間
は
平
成
十
七
年
度
を
初
年

度
と
し
て
平
成
二
十
六
年
ま

で
。
計
画
の
中
に
養
護
学
校

の
分
教
室
の
設
置
が
上
が
っ

て
い
な
い
が
、
県
の
方
も
必

要
性
を
認
め
て
い
る
の
で
、

市
と
し
て
も
前
向
き
に
検
討

す
る
。

診
療
科
目
が
十
四
科
と

な
っ
て
い
る
が
電
光
掲
示
板

で
は
十
科
し
か
載
っ
て
い
な

い
の
は
医
者
が
そ
ろ
っ
て
い

な
い
分
も
あ
り
、
そ
う
な
っ

た
。

人
工
透
析
機
に
つ
い
て
、

予
備
は
必
要
な
い
と
い
う
こ

と
で
五
月
か
ら
四
台
で
診
療

を
始
め
る
。

個
室
は
バ
ス
・
ト
イ
レ
が

付
き
、
特
別
個
室
は
さ
ら
に

ソ
フ
ァ
ー
と
冷
蔵
庫
等
が
付

く
。
広
さ
は
ど
ち
ら
も
十
八

平
方
�
。

本
年
度
五
月
よ
り
新
組
織

と
な
る
。
団
長
一
名
、
地
区

団
長
四
名
、
副
団
長
以
下
に

つ
い
て
は
従
来
と
同
じ
。
新

設
の
地
区
団
長
の
階
級
は
副

団
長
と
同
等
で
あ
る
。

水
出
し
操
法
の
訓
練
場
に

つ
い
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

が
同
時
に
四
台
延
長
出
来
る
。

ま
た
、
ポ
ン
プ
車
操
法
に
つ

い
て
は
同
時
に
三
台
が
延
長

出
来
る
。
そ
の
他
の
施
設
と

し
て
、
四
十
�
の
放
水
用
水

槽
・
夜
間
照
明
・
ホ
ー
ス
干

し
場
・
訓
練
場
等
、
平
成
十

七
年
度
完
成
を
目
指
す
。
場

所
に
つ
い
て
は
芦
辺
町
に
あ

る
壱
岐
島
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
。

十
八
年
度
、
市
大
会
よ
り

水
出
し
操
法
で
実
施
す
る
。

市
長
の
権
限
に
関
す
る
事

務
の
一
部
委
任
、
交
付
要
綱

に
従
い
農
業
委
員
会
で
取
り

扱
う
。
平
成
十
六
年
度
で
交

付
対
象
者
八
十
六
名
、
面
積

約
三
十
一
�
、
交
付
金
三
百

十
三
万
七
千
二
百
円
。

焼
酎
原
料
の
大
麦
に
つ
い

て
、
平
成
十
四
年
か
ら
十
六

年
は
八
・
九
�
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
精
麦
と
運
賃
に
か
か

る
費
用
�
当
た
り
八
十
三
円
。

こ
れ
の
二
分
の
一
を
補
助
し

よ
う
と
す
る
も
の
。
平
成
十

四
・
十
五
年
は
県
よ
り
。
平

成
十
六
・
十
七
年
に
つ
い
て

は
市
で
行
う
。

二
十
頭
以
上
の
牛
舎
建
設

に
対
す
る
も
の
で
、
中
央
畜

産
会
五
〇
�
、
県
一
五
�
、

市
五
�
、
合
わ
せ
て
七
〇
�

の
補
助
。
本
年
は
五
棟
を
予

定
。十

五
頭
以
上
の
牛
舎
建
設

壱岐市民病院開院式（５月１日）
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議会で�

畜
産
振
興
対
策
事
業

牛
舎
関
係
そ
の
他

堆
肥
セ
ン
タ
ー

中
山
間
地
域
の
直
接
支
払

制
度

農
業
予
算
編
成

シ
ル
バ
ー
人
材
育
成
セ

ン
タ
ー

景
観
整
備
保
全
事
業

公
立
病
院
跡
地

Ｎ
Ｅ
Ｗ
石
田
町
体
育
館

計
画

税
の
滞
納

国
勢
調
査

に
関
す
る
も
の
で
、
三
戸
以

上
の
農
家
で
組
合
を
結
成
し

た
場
合
補
助
対
象
と
な
る
。

県
五
〇
�
、
市
五
�
、
合
わ

せ
て
五
五
�
の
補
助
。
本
年

は
三
棟
を
予
定
。

五
十
頭
以
上
の
大
規
模
牛

舎
建
設
に
対
す
る
も
の
で
、

中
央
畜
産
会
五
〇
�
、
県
一

五
�
、
市
五
�
、
合
わ
せ
て

七
〇
�
の
補
助
。
肥
育
牛
舎

二
棟
の
予
定
。

五
頭
以
上
の
規
模
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
よ
り
市
の
単

独
新
規
事
業
と
し
て
補
助
五

〇
�
の
支
援
を
考
え
て
い
る
。

本
度
度
は
十
棟
を
考
え
て
い

る
。平

成
十
七
年
四
月
一
日
か

ら
稼
働
す
る
芦
辺
町
に
あ
る

堆
肥
セ
ン
タ
ー
（
事
業
主
体

は
農
協
）
と
市
営
の
石
田
町

に
あ
る
堆
肥
セ
ン
タ
ー
と
で

は
、
農
家
か
ら
収
集
す
る
料

金
に
�
当
た
り
、
五
百
円
の

格
差
が
生
じ
て
い
る
の
で
、

芦
辺
町
の
農
家
に
�
当
た
り

二
百
円
の
助
成

を
行
う
。

◆
Ｊ
Ａ
堆
肥

セ
ン
タ
ー

収
集
料
金

八
百
円
／
�

製
品
価
格

四
千
五
百
円
／
�

◆
石
田
町
堆
肥

セ
ン
タ
ー

収
集
料
金

三
百
円
／
�

製
品
価
格

三
千
円
／
�

参
加
数
百
二
十
の
集
落
、

急
傾
斜
地
五
百
五
十
四
�
、

緩
傾
斜
地
五
十
二
�
、
合
わ

せ
て
約
六
百
七
�
に
対
し
て

約
一
億
二
千
万
円
（
国
が
二

分
の
一
、
県
が
四
分
の
一
、

市
が
四
分
の
一
）
を
、
取
り

組
み
に
参
加
さ
れ
た
集
落
に

交
付
さ
れ
る
。

今
回
の
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
農
業
共
済
掛
金
の

一
部
助
成
で
、
水
稲
・
麦
・

大
豆
・
肉
用
牛
に
つ
い
て
は

廃
止
。
ま
た
、
削
蹄
事
業
、

除
角
事
業
等
に
つ
い
て
も
同

様
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
旧

来
よ
り
継
続
し
て
実
施
し
て

い
た
が
、
作
物
等
の
振
興
に

一
定
の
定
着
が
見
ら
れ
た
の

で
、
削
減
し
、
新
た
な
事
業

に
支
援
。

登
録
会
員
に
よ
る
自
主
的

組
織
の
法
人
と
し
て
、
民
法

第
三
十
四
条
に
基
づ
く
公
益

法
人
と
し
て
予
定
。

国
庫
補
助
金
と
市
の
補
助

金
に
よ
り
、
法
人
の
役
員
と

事
務
局
職
員
に
よ
り
運
営
。

人
材
派
遣
の
基
本
的
な
理

念
は
雇
用
関
係
で
な
い
就
業

に
対
す
る
高
齢
者
の
機
会
的

な
労
働
の
提
供
で
あ
る
。
今

後
、
壱
岐
市
の
福
祉
、
環
境

衛
生
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
、

少
子
化
対
策
の
全
般
に
わ
た

り
高
齢
者
の
社
会
参
加
も
含

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
の
促
進
を
考
え
る
。

勝
本
浦
の
街
並
み
景
観
整

備
保
全
事
業
と
は
、
聖
母
宮

か
ら
商
店
街
を
東
の
方
へ
進

む
と
、
三
階
建
て
の
木
造
旅

館
、
造
り
酒
屋
の
煙
突
な
ど

四
十
ヶ
所
余
り
の
す
ぐ
れ
た

建
築
物
が
残
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
観
光
資
源
と
し
て
活

用
し
よ
う
と
す
る
計
画
。

現
在
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
室
と

仮
本
庁
舎
の
医
局
を
残
し
て

他
は
す
べ
て
取
り
壊
す
計
画

で
、
解
体
改
修
工
事
設
計
監

理
委
託
料
と
し
て
約
三
百
二

十
五
万
円
。

合
併
特
例
債
事
業
の
一
つ

と
し
て
計
画
さ
れ
る
総
事
業

費
約
五
億
四
千
万
円
。
施
設

の
基
本
構
想
は
、
一
階
が
武

道
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、

多
目
的
室
、
男
・
女
ト
イ
レ
、

男
・
女
更
衣
室
等
。
二
階
が

バ
レ
ー
コ
ー
ト
二
面
、
ま
た
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
と
し
て

も
利
用
出
来
る
。
男
・
女
ト

イ
レ
。
三
階
が
表
側
、
東
側
、

西
側
に
観
覧
席
と
な
っ
て
い

る
。
建
設
に
つ
い
て
は
十
八

年
度
。

都
市
計
画
税
は
平
成
十
七

年
二
月
末
で
、
滞
納
税
額
は

約
千
百
三
十
八
万
円
。

住
宅
使
用
料
滞
納
額
は
推

定
で
約
二
千
五
百
万
円
。

今
年
は
五
年
に
一
度
の
国

勢
調
査
の
年
で
あ
る
。
よ
っ

て
国
勢
調
査
員
二
百
十
八
名
、

指
導
員
二
十
二
名
、
他
に
統

計
の
事
後
整
理
に
指
導
員
五

名
、
合
わ
せ
て
二
百
四
十
五

名
で
計
画
。

５月１日 壱岐文化ホールにて

趣のある木造三階建ての旧旅館（勝本浦にて）
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市 税 �

地 方 譲 与 税 �

交 付 金 �

地 方 交 付 税 �

交通安全対策特別交付金�

分担金及び負担金�

使用料及び手数料�

国 庫 支 出 金 �

県 支 出 金 �

財 産 収 入 �

寄 付 金 �

繰 入 金 �

繰 越 金 �

諸 収 入 �

市 債 �

●歳　入�

０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�

１６年度� １７年度� 議 会 費 �

総 務 費 �

民 生 費 �

衛 生 費 �

労 働 費 �

農 林 水 産 業 費 �

商 工 費 �

土 木 費 �

消 防 費 �

教 育 費 �

災 害 復 旧 費 �

公 債 費 �

諸 支 出 金 �

予 備 費 �

●歳　出�

０� １０� ２０� ３０� ４０� ５０�

１６年度� １７年度�

（億円）� （億円）�

緊縮型１７年度予算

歳出 （万円）

増減額
△１，６６３
１５，６７８
３１，７５８
△２２，２２６

０
１０，７４８
△５，８８２
△２４，５１６
△１３，１７５
１３，７４０
△１６，４１２
△２０，１６９
△４２５
△５００

△３３，０４５

１６年度予算額
２９，００２
２４２，３１３
４３１，９９８
２５８，０９９

１０
２９４，３１７
４０，９４８
１８５，６３３
８５，７２８
１７０，７７６
１６，９４６
３６９，１１４
５，３６１
１，５００

２，１３１，７４５

１７年度予算額
２７，３３９
２５７，９９１
４６３，７５６
２３５，８７３

１０
３０５，０６５
３５，０６６
１６１，１１７
７２，５５３
１８４，５１５

５３４
３４８，９４５
４，９３６
１，０００

２，０９８，７００

款
議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費

歳出合計

歳入 （万円）

増減額
６，０３５
５，０００
３７

６４，７９３
０
４５０
３９２

２９，１５９
△５，５６８
△３７８
△３，９６０
△９０，６４５
△２７，６５８
１，０４８

△１１，７５０
△３３，０４５
△１１４，７１５

１６年度予算額
２０４，７７７
４０，０２０
４８，９２３
８７４，１９３
５８０

１７，３９７
４５，３３７
１８９，８６１
１９０，００５
５，３６４
６，４７５

１５７，２０５
５７，６５８
１２，８２０
２８１，１３０

２，１３１，７４５
５０７，０３３

１７年度予算額
２１０，８１２
４５，０２０
４８，９６０
９３８，９８５
５８０

１７，８４７
４５，７２９
２１９，０２０
１８４，４３７
４，９８６
２，５１６
６６，５６０
３０，０００
１３，８６８
２６９，３８０

２，０９８，７００
３９２，３１８

款
市税
地方譲与税
交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
市債
歳入合計
うち自主財源計（○印）

○

○
○

○
○
○
○
○

緊緊縮縮型型１１７７年年度度予予算算
１７年度予算決定！
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◎主要事業一覧
平成１７年度一般会計歳出
予算を性質別にみると、

①義務的経費
（人件費・扶助費・公債費）
９６億６８２７万６千円

②消費的経費
（物件費・維持補修費・補助費等）
４４億１９８２万５千円

③投資的経費
（普通建設事業・災害復旧事業）
４３億８０１７万４千円

④その他
（積立金・投資及び出資金・

貸付金・繰越金・予備費）
２５億１８７２万５千円

合計で２０９億８７００万円であり、
１６年度予算と比較するとそれぞれ
①１３７８万１千円の増、②２億５０７２
万１千円の減、③４６８７万９千円の
減、④４６６２万６千円の減となって
おり、合計で３億３０４４万５千円の
減。割合でいくと１．６％の緊縮財
政となっている。

３月補正予算概要

平成１６年度３月補正予算は、全
体で２億８６８９万８千円の減額補正
となった。これは、事業によって
は規模縮小や執行残のため。

繰越明許費は、道路橋梁新設改
良事業の２億３６３１万円を始め芦辺
港ターミナル・原の辻遺跡保存整
備・簡易水道事業等、合計で９億
８１４３万９千円。

◆一般会計 （万円）

６，０００
４，３００
１８，９３０
４，３０９
１６，０９０
９，３６０
４，２８１
４１，３３８
３，３４３
３，８３７
２０，９５５
２８，３９４
１０５，１１８
６，５２２
５，４６４
３２，９００
７，７９６
１２，２０９
３，３９６
６，４９３
３，８５０
１１，２４９
６，７２０
３，０９１
３，４５０
７，５８０
３３，７３０
９，６０５
１２，９０３
１３，６６３
５８，５２７
９，４０６
３，６３２
６，０００
３，３００
５３，９９２
４，８８３
３，５６３
２５，５９１
５，８３６
４，１１２
２０，９２９

◆特別会計

３９，５９７
５１，２１５
２４，４７３
１５，６１２
２，９９２

地方バス路線維持費補助金
庁舎間 LAN整備事業
戸籍電算化事業費
市議会議員選挙費
知的障害者施設支援費
身体障害者施設支援費
居宅生活支援費
デイサービスセンター整備
生きがい活動支援通所事業委託
在宅介護支援センター運営事業委託
養護老人ホーム管理運営費
児童手当・児童扶養手当給付事業
生活保護扶助費
老人保健事業健康診査委託
古紙類等資源化・リサイクル処理委託
自給肥料供給施設整備事業
合併処理浄化槽設置整備事業
中山間地域等直接支払制度事業
生産振興総合対策事業
ながさき食と農支援事業
低コスト肉用牛生産事業補助金
第２キャトル・繁殖センター建設工事補助金
畜産振興対策事業費補助金
家畜導入事業資金供給事業費補助金
家畜導入事業資金供給事業基金積立金
基盤整備促進事業（農道整備）
農村総合整備事業
ふるさと農道緊急整備事業
県営圃場整備事業
水産業振興事業
水産基盤整備事業
芦辺漁業集落環境整備事業
商工会等運営・活動費補助
商工振興預託金事業
道路台帳整備業務委託
道路改良事業
河川整備事業
県営港湾整備事業負担金
都市計画事業・まちづくり推進総合支援事業
消防施設整備費
原の辻遺跡公有化事業
原の辻遺跡復元整備事業

簡易水道施設整備事業
下水道建設事業
漁業集落排水施設整備事業
ターミナルビル建設事業
配水設備改良事業

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

芦辺港ターミナルビル事業特別会計
水道事業会計

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費
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立
石

一
郎
議
員

Ｑ

Ａ

近
藤

団
一
議
員

ＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

今
後
の

印
通
寺
港
整
備

耐
用
年
数
も
切
迫
し
て
い

る
九
郵
大
型
化
運
行
計
画
に

合
併
し
て
港
口
十
�
カ
ッ
ト

し
た
場
合
、
行
政
の
説
明
が

不
十
分
で
あ
り
、
現
況
の
壱

岐
市
促
進
委
員
会
の
立
案
行

動
、
更
に
市
長
施
政
方
針
で

印
通
寺
唐
津
間
九
郵
大
型
化

就
航
は
平
成
十
九
年
春
と
明

言
さ
れ
た
が
、
確
定
的
か
。

印
通
寺
岸
壁
砂
置
き
場
の

ス
ペ
ー
ス
は
広
大
で
十
分
あ

り
、
配
分
等
、
他
町
か
ら
の

利
用
は
反
対
。
未
だ
解
決
合

意
に
至
っ
て
な
い
と
思
う
が

周
辺
地
域
住
民
と
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
現
状
の
行
動
と
進
展

度
は
。

印
通
寺
外
港
砂
置
き
場
野

積
み
廃
車
は
適
当
で
な
い
。

印
通
寺
港
は
壱
岐
島
の
表
玄

関
口
。
従
っ
て
景
観
と
展
望

が
唯
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

港
内
外
の
整
理
・
整
備
・
清

掃
が
必
然
的
で
あ
る
。
ち
な

み
に
壱
岐
市
全
体
的
に
観
光

行
政
振
興
面
に
支
障
は
な
い

か
。
こ
れ
に
対
す
る
応
分
の

指
針
を
。長

田
市
長

印
通
寺
港
の
測
量
調
査
が

終
わ
り
、
計
画
図
面
が
完
成

し
た
。
そ
れ
を
も
と
に
フ
ェ

リ
ー
岸
壁
の
延

長
、
航
路
の
拡

幅
の
内
容
に
つ

い
て
昨
日
地
元

説
明
会
を
開
催

し
、
承
諾
を
得

て
い
る
。
唐
津

港
と
印
通
寺
港

間
を
千
�
の
船

が
平
成
十
九
年

四
月
に
就
航
す

る
予
定
で
あ
る
。

砂
置
き
場
に

つ
い
て
は
、
旧
石
田
町
港
湾

整
備
促
進
委
員
会
で
新
規
参

入
は
認
め
な
い
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
も
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
、
埋
立
地
の
有
効
利

用
を
考
え
る
な
ら
ば
、
地
域

住
民
の
理
解
も
必
要
と
な
っ

て
く
る
。
今
後
努
力
を
す
る
。

ま
た
、
こ
の
場
所
が
廃
車
の

積
み
出
し
港
と
な
っ
て
い
る

点
に
つ
い
て
は
、
県
の
方
で

目
的
外
使
用
の
許
可
が
出
て

い
る
。
廃
車
の
野
積
み
が
景

観
上
好
ま
し
く
な
い
と
い
う

こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

病
院
事
業

公
的
病
院
と
し
て
の
使
命

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
情

報
の
開
示
、閉
鎖
性
の
改
善

を
今
後
進
め
て
も
ら
い
た
い

が
ど
う
な
の
か
。
透
明
性
の

確
保
、医
師
・
看
護
師
の
連
携
、

患
者
へ
の
対
応
等
、批
判
多

い
病
院
の
改
善
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
る
か
。
か
た
ば
る

病
院
も
含
め
た
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

長
田
市
長

公
立
病
院
は
、
地
域
住
民

の
要
請
に
基
づ
い
て
一
般
医

療
、
公
的
医
療
機
関
で
な
け

れ
ば
対
応
す
る
こ
と
が
困
難

な
高
度
な
も
の
や
特
殊
な
先

駆
的
医
療
及
び
僻
地
医
療
等
、

地
域
医
療
の
確
保
と
医
療
水

準
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
で

あ
る
。
市
内
の
民
間
病
院
と

の
連
携
も
必
要
で
あ
る
。
情

報
の
開
示
は
必
要
に
応
じ
て

実
施
す
る
。
病
院
の
改
善
に

つ
い
て
は
、
各
種
研
修
会
で
。

市
民
サ
ー
ビ
ス

窓
口
を

住
民
票
の
発
行
等
が
郵
便

局
で
出
来
る
。
そ
う
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
が
全
国
に
も
増
え

て
お
り
、
市
内
で
も
設
置
で

き
な
い
か
。

長
田
市
長

行
財
政
改
革
の
こ

と
も
あ
る
の
で
今
後

研
究
す
る
。

市
道
整
備

整
備
中
の
道
路
改

良
、
道
路
新
設
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い

て
、
本
村
元
居
線
を

例
に
取
る
と
百
五
十
�
に
三

億
円
。
�
当
た
り
二
百
万
円
。

費
用
対
効
果
、
交
通
体
系
か

ら
大
い
に
疑
問
と
考
え
る
が
。

長
田
市
長

本
村
元
居
線
に
つ
い
て
は
、

旧
町
時
代
に
色
々
と
協
議
を

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
市
道
は

保
育
所
へ
の
通
学
路
で
あ
り
、

元
居
側
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

る
の
で
、
反
対
側
に
つ
い
て

も
地
権
者
の
理
解
が
得
ら
れ

れ
ば
部
分
的
に
で
も
整
備
す

べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

市民病院玄関横の診療案内板

印通寺外港にある砂置き場
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鵜
瀬

和
博
議
員

ＱＡ

ＡＱ

Ａ

平
尾

典
子
議
員

Ｑ

Ａ

Ａ

少
子
化
対
策

昨
年
六
月
一
般
質
問
後
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
②
③
④

は
市
長
へ
、
①
は
教
育
長
へ

尋
ね
る
。
少
子
化
、
核
家
族

化
等
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

多
様
化
し
た
子
育
て
ニ
ー
ズ

の
支
援
が
必
要
。

①
預
か
り
保
育
実
施
計
画
は

②
幼
児
医
療
費
の
病
院
窓
口

で
の
手
続
シ
ス
テ
ム
作
り
を

③
不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の

設
置
を

④
柔
軟
で
機
能
的
な
機
構
改

革
を

須
藤
教
育
長

①
新
年
度
か
ら
実
施
を
予
定

し
て
い
た
が
、
条
例
・
規
則

を
教
育
委
員
会
で
審
議
し
、

他
部
局
と
調
整
中
で
あ
る
。

六
月
議
会
に
上
程
し
、
年
度

途
中
か
ら
実
施
し
た
い
。

長
田
市
長

②
県
に
お
い
て
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
て
い
る
が
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
。

③
昨
年
の
十
月
か
ら
県
で
取

り
組
み
を
し
、
市
内
で
も
四

名
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
は
こ
の
状
況
を
し
ば

ら
く
見
守
る
。

④
合
併
し
て
一
年
が
経
過
し

た
の
で
、
現
在
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
提
案
の
件
も
含

め
て
検
討
す
る
。

水
産
振
興
と

観
光
産
業
の
共
存
を

水
産
業
は
資
源
の
減
少
、

魚
価
低
迷
や
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
、
燃
料
価
格
の
高
騰
、

イ
ル
カ
回
遊
等
で
大
変
厳
し

い
。
特
に
イ
ル
カ
追
払
い
に

は
法
律
等
の
規
制
が
あ
り
、

漁
業
者
が
苦
慮
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ル
カ
パ
ー
ク
の
イ

ル
カ
の
頭
数
が
減
り
、
存
続

自
体
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
水

産
振
興
と
観
光
産
業
の
共
存

か
ら
も
イ
ル
カ
の
捕
獲
が
必

要
。
イ
ル
カ
パ
ー
ク
の
改
修

計
画
も
含
め
、
市
長
の
考
え

を
。
イ
ル
カ
特
区
の
状
況
は
。

長
田
市
長

イ
ル
カ
対
策
の
効
果
は
上

が
っ
て
い
な
い
の
で
、
追
い

込
み
に
よ
る
イ
ル
カ
駆
除
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。「
イ

ル
カ
と
泳
ご
う
」
の
企
画
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
か
ら

も
再
開
の
強
い
要
望
が
出
て

い
る
の
で
努
力
す
る
。

心
の
教
育

県
内
の
小
中
学
校
生
対
象

「
生
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
に
関

す
る
意
識
調
査
」
を
受
け
て

県
教
育
委
員
会
は
「
命
の
大

切
さ
を
学
校
や
家
庭
で
し
っ

か
り
教
え
る
必
要
が
あ
る
。

『
心
の
教
育
』
の
総
点
検

を
」
と
し
て
い
る
が
、
市
教

育
委
員
会
で
は
「
心
の
教

育
」
の
総
点
検
を
ど
の
よ
う

に
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

の
中
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
か
。
心
の
相
談
室
、
相

談
員
の
学
校
や
地
域
民
生
児

童
委
員
と
の
連
携
、
研
修
な

ど
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
実

態
把
握
を
し
、
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
な
ど
の
取
り
組
み
の

方
向
性
は
考
え
て
い
る
か
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
各
セ

ク
シ
ョ
ン
の
連
携
が
必
要
。

ハ
ー
ド
面
の
施
策
に
対
し
て
、

先
見
性
を
持
っ
た
細
か
な
気

配
り
の
施
策
が
必
要
。

須
藤
教
育
長

心
の
教
育
は
、
市
の
教
育

努
力
目
標
の
一
番
に
掲
げ
て

い
る
。
不
登
校
、
い
じ
め
の

実
態
把
握
に
つ
い
て
は
、
即

時
の
報
告
と
年
度
末
の
報
告

と
い
う
二
段
階
を
設
け
て
い

る
。
心
の
教
室
相
談
員
に
つ

い
て
は
全
中
学
校
に
配
置
し

て
い
る
。

相
談
員
と

民
生
委
員

の
直
接
的

な
連
携
に

つ
い
て
は
、

現
在
取
り

組
み
は
し

て
い
な
い

が
、
そ
の

効
果
等
が
大
き
い
と
考
え
る

の
で
、
検
討
す
る
。
ま
た
、

研
修
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

相
談
員
間
の
連
携
が
取
り
に

く
い
問
題
点
が
あ
る
が
、
情

報
交
換
を
主
体
に
研
修
会
を

持
つ
こ
と
で
検
討
す
る
。
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

そ
の
効
果
的
な
設
置
の
仕
方
、

運
営
等
を
含
め
検
討
す
る
。

長
田
市
長

子
ど
も
の
教
育
と
い
う
も

の
は
市
の
根
幹
を
な
す
重
要

課
題
で
あ
る
。
教
育
、
育
児
、

子
育
て
に
つ
い
て
は
主
要
課

題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。教育相談室（勝本小学校にて）

イルカと一緒に泳げるのはいつ？（イルカパークにて）
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大
浦

利
貞
議
員

Ｑ

Ａ

Ａ

豊
坂

敏
文
議
員

ＱＡＱ

ＡＱ

Ａ

市
立
図
書
館

整
備
構
想

市
庁
舎
と
一
支
国
博
物
館

の
建
設
に
関
心
が
集
ま
っ
て

い
る
が
、
図
書
館
の
整
備
も

博
物
館
同
様
に
重
要
課
題
で

あ
る
。
昭
和
三
十
年
に
大
合

併
が
行
わ
れ
て
ち
ょ
う
ど
五

十
年
。
さ
ら
に
五
十
年
経
過

す
る
と
合
併
当
時
の
状
況
を

知
る
手
が
か
り
は
行
政
機
関

が
保
存
す
る
文
書
・
写
真
・

図
面
等
の
資
料
に
な
る
。
図

書
館
は
こ
う
し
た
貴
重
な
資

料
を
整
理
保
存
す
る
役
割
を

担
う
。
ま
た
、
郷
ノ
浦
図
書

館
は
商
工
会
に
隣
接
し
、
駐

車
場
が
狭
い
の
で
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
環
境
で
は
な
い
。

公
立
病
院
跡
地
に
移
転
出
来

れ
ば
、
図
書
館
の
利
用
率
は

大
き
く
変
わ
る
。
図
書
館
建

設
を
壱
岐
市
総
合
計
画
に
組

み
込
み
、
貴
重
な
資
料
と
な

る
行
政
関
係
文
書
が
散
逸
し

な
い
よ
う
に
整
理
保
存
し
、

公
立
病
院
跡
地
に
は
市
立
図

書
館
も
予
定
し
て
ほ
し
い
。

長
田
市
長

壱
岐
市
総
合
計
画
の
中
に

図
書
館
の
整
備
が
入
っ
て
い

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
、
実
施
の
段
階
に
な
れ

ば
計
画
の
中
に
取
り
入
れ
た

い
。
内
容
充
実
に
つ
い
て
は
、

旧
十
二
ヵ
町
村
時
代
の
貴
重

な
資
料
を
始
め
、
将
来
的
に

も
資
料
と
な
る
行
財
政
関
係

文
書
等
の
整
備
保
存
に
努
力

し
、
歴
史
や
文
化
を
整
理
し
、

図
書
館
で
公
開
し
た
い
。

公
立
病
院
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
二
つ
の
図

書
館
で
対
応
出
来
る
の
か
、

市
民
の
意
見
を
十
分
取
り
入

れ
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

須
藤
教
育
長

今
後
の
壱
岐
市
総
合
計
画

の
中
に
織
り
込
む
べ
く
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

少
子
化
対
策

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支

援
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
、

子
育
て
中
の
親
子
が
交
流
す

る
「
つ
ど
い
の
広
場
」
事
業

な
ど
の
少
子
化
対
策
を
す
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
今
、

行
使
し
て
、
最
低
二
十
年
を

要
す
る
た
め
、
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
た
施
策
を
、
早
急

な
対
応
が
必
要
。

（
鵜
瀬
和
博
議
員
と
重
複
質

問
の
た
め
答
弁
は
省
略
）

教
育
振
興

国
・
県
か
ら
ソ
フ
ト
的
モ

デ
ル
事
業
の
指
定
後
は
効
果

と
持
続
的
活
動
が
期
待
さ
れ

る
事
業
に
、
市
の
支
援
策
を
。

須
藤
教
育
長

平
成
十
七
年
度
、
市
内
の

学
校
で
は
文
部
科
学
省
指
定

が
三
校
、
県
教
育
委
員
会
の

指
定
が
四
校
で
あ
る
。
昨
年

ま
で
県
指
定
だ
っ
た
霞
翠
小

学
校
の
タ
フ
事
業
は
成
果
も

上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

効
果
を
出
す
た
め
に
も
市
独

自
の
予
算
で
中
学
校
一
校
、

小
学
校
二
校
を
指
定
し
た
い
。

福
祉
の
里
づ

く
り
構
想

新
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
建
設
に
伴

う
旧
郷
ノ
浦
町
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
施
設
の
有
効
活
用

と
福
祉
の
里
づ
く
り

構
想
の
全
体
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
尋
ね
た

い
。

長
田
市
長

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
務
所
に
で
き
る
か
調
査
費

を
計
上
し
て
い
る
。
新
し
く

計
画
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
初
山
地
区

全
体
で
十
三
㌶
で
あ
る
。
現

在
約
七
千
平
方
㍍
造
成
し
て

い
る
。
今
回
、
高
齢
者
と
障

害
者
の
施
設
を
計
画
し
て
い

る
。
今
後
は
効
果
的
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
に

進
め
た
い
。

郷ノ浦町デイサービスセンター（郷ノ浦町本村触）

商工会館に隣接する郷ノ浦図書館
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倉
元

強
弘
議
員

Ｑ

Ａ

町
田

正
一
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

原
の
辻
遺
跡
復
元
と

博
物
館
建
設

原
の
辻
遺
跡
は
国
指
定
遺

跡
で
あ
る
。
現
在
市
教
育
委

員
会
は
四
十
億
円
か
ら
五
十

億
円
も
大
金
を
投
入
し
て
建

設
を
計
画
し
て
い
る
。
今
の

計
画
通
り
実
行
さ
れ
る
と
市

の
財
政
は
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
私
は
思
う
。
も
う
少
し

国
・
県
に
お
願
い
し
て
市
の

持
ち
出
し
財
源
を
減
ら
す
べ

き
と
思
う
。
現
在
の
計
画
の

施
設
を
作
る
と
一
年
間
の
維

持
管
理
費
が
二
億
円
か
ら
三

億
円
必
要
に
な
る
。
壱
岐
市

の
財
政
力
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
く
な
る
よ
う
な
心
配
を

す
る
。
も
う
少
し
国
会
議
員

の
力
も
借
り
て
国
指
定
の
遺

跡
で
あ
る
の
で
、
整
備
を
し

て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
す
べ

き
。

長
田
市
長

遺
跡
復
元
施
設
は
、
約
二

十
億
円
の
事
業
計
画
で
あ
り
、

国
が
二
分
の
一
、
県
が
残
り

の
四
〇
�
を
補
助
、
市
の
持

ち
出
し
は
約
六
億
円
と
な
る
。

博
物
館
建
設
は
、
制
度
化

さ
れ
た
補
助
金
は
な
い
が
、

展
示
施
設
や
体
験
交
流
施
設

等
、
機
能
に
よ
っ
て
は
対
象

と
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
、
県

の
助
言
を
得
て
最
小
限
の
持

ち
出
し
に
し
た
い
。

行
政
改
革

本
年
度
予
算
を
み
る
と
人

件
費
に
つ
い
て
切
り
込
む
他

に
道
は
な
い
。
幹
部
職
員
に

つ
い
て
は
一
〇
�
〜
二
〇
�

の
給
与
カ
ッ
ト
、
お
よ
び
各

種
手
当
て
の
見
直
し
を
す
べ

き
で
あ
る
。
職
員
に
痛
み
を

要
求
す
る
の
だ
か
ら
、
私
た

ち
議
会
議
員
も
自
主
解
散
を

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

長
田
市
長

庁
舎
間
の
経
常
経
費
に
つ

い
て
は
削
減
を
指
示
し
、
昨

年
よ
り
一
割
カ
ッ
ト
の
予
算

を
計
上
。
職
員
の
給
料
に
つ

い
て
は
今
年
度
中
に
一
〇
�

〜
二
〇
�
の
カ
ッ
ト
は
ど
う

か
と
思
う
が
、
い
ろ
い
ろ
な

手
当
等
に
つ
い
て
は
、
今
後

見
直
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。

水
産
業
の
振
興

農
業
予
算
に
比
べ
て
漁
業

予
算
は
、
額
と
し
て
も
三
分

の
一
程
度
し
か
な
い
。
後
継

者
対
策
は
農
業
の
新
規
就
農

者
と
同
じ
よ
う
に
助
成
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
油
代
、

氷
代
等
漁
民
に
直
接
補
助
す

る
制
度
の
検
討
を
求
め
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
船
の
廃
船

処
理
に
は
、
市
が
全
面
的
に

補
助
す
べ
き
で
あ
る
。

長
田
市
長

担
い
手
確
保
の
一
環
と
し

て
、
壱
岐
市
漁
業
促
進
協
議

会
を
既
に
発
足
さ
せ
て
お
り
、

そ
の
中
で
協
議
し
た
い
。
油

代
、
氷
代
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

船
の
廃
棄
処
分
の
補
助
に
つ

い
て
は
、
漁
協
と
よ
く
打
ち

合
わ
せ
し
な
が
ら
、
民
間
の

意
見
を
聞
き
、
有
効
な
手
段

を
取
り
た
い
。

原の辻展示館にて

プラスチック船の廃船処理に支援を！
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江
川

漣
議
員

Ｑ

ＡＱ

ＡＡ

立
石

和
生
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

楽
し
い
農
家
・

豊
か
な
農
村
を

農
業
の
停
滞
が
壱
岐
に
大

き
な
陰
を
落
と
し
て
い
る
。

農
業
の
振
興
は
壱
岐
活
性
化

に
不
可
欠
で
あ
る
。
楽
し
い

三
世
代
農
家
を
作
る
こ
と
こ

そ
肝
心
で
あ
る
。
豊
か
な
農

村
は
豊
か
な
人
間
を
育
む
。

既
に
三
世
代
農
家
を
作
っ
て

い
る
人
は
素
晴
ら
し
い
指
導

者
で
あ
り
、
師
匠
で
あ
る
。

そ
の
道
の
匠
と
し
て
報
奨
金

を
出
し
て
は
ど
う
か
。
活
性

化
す
る
と
言
う
だ
け
で
打
つ

手
を
打
た
ず
し
て
ど
う
す
る
。

農
協
が
行
っ
て
い
る
新
規
就

農
者
支
援
に
協
力
を
と
言
っ

て
来
た
の
に
三
百
万
円
か
。

再
考
を
願
う
。

長
田
市
長

今
回
新
た
に
、
新
規
就
農

者
独
立
支
援
と
研
修
受
け
入

れ
対
策
を
予
算
化
し
、
研
修

を
終
え
て
就
農
す
る
際
の
設

備
投
資
等
の
支
援
と
し
て
、

一
人
あ
た
り
六
十
万
円
を
支

給
（
五
名
を
想
定
）。
受
け

入
れ
農
家
へ
の
支
援
と
し
て

月
三
万
円
を
補
助
し
、
関
係

機
関
と
も
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
壱
岐
農
業
の
す
ぐ
れ
た

担
い
手
の
創
出
を
図
り
た
い
。

原
の
辻

弥
生
の
眠
り
か
ら

覚
め
た
原
の
辻
は
壱

岐
の
宝
だ
。
学
術
的

な
価
値
は
も
と
よ
り

広
く
壱
岐
を
宣
伝
す

る
の
に
こ
れ
以
上
の

も
の
は
な
い
。
施
設

を
作
れ
ば
維
持
費
は

か
か
る
。
壱
岐
に
そ

れ
以
上
の
波
及
効
果

が
あ
れ
ば
良
い
の
で

は
な
い
か
。

長
田
市
長

壱
岐
だ
け
に
し
か
な
い
も

の
と
言
え
ば
原
の
辻
し
か
な

く
、
修
学
旅
行
の
誘
致
に
も

利
用
し
て
壱
岐
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
。

須
藤
教
育
長

い
や

「
癒
し
の
島
壱
岐
」
を
実

現
す
る
た
め
原
の
辻
を
活
用

こ
ん
し
ん

し
、
渾
身
の
努
力
を
し
て
議

会
の
承
認
を
得
、
事
業
を
成

就
さ
せ
た
い
。

新
病
院
近
郊
の

交
通
対
策

壱
岐
市
民
病
院
と
し
て
五

月
開
業
に
伴
い
、
近
郊
の
交

通
事
故
防
止
、
車
両
増
加
に

よ
る
道
路
混
雑
緩
和
の
た
め

「

ノ
尾
中
央
線
」
の
早
期

改
良
及
び
歩
道
（
親
和
銀
行

〜
桜
川
バ
ス
停
）
の
設
置
の

早
期
実
現
を
。

長
田
市
長

新
病
院
に
隣
接
す
る
県
道

に
は
現
在
、
歩
道
が
整
備
中

で
あ
り
、
今
後
も
病
院
か
ら

市
街
地
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
早
急
に
設
置
さ
れ
る
よ

う
県
へ
要
望
し
て
い
く
。
バ

ス
停
に
つ
い
て
は
壱
岐
交
通

株
式
会
社
と
協
議
の
結
果
、

事
故
防
止
・
利
便
性
を
考
慮

し
、
病
院
敷
地
内
に
設
置
を

す
る
。
�
ノ
尾
中
央
線
は
早

期
改
良
整
備
路
線
で
あ
る
が
、

現
在
着
手
時
期
は
未
定
で
あ

り
、
今
後
調
整
を
図
り
た
い
。

固
定
資
産
評
価
額

見
直
し
の
完
成
度

旧
郷
ノ
浦
町
の
平
成
六
年

度
評
価
替
え
見
直
し
は
法
に

基
づ
く
作
業
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
た
め
に
、
新
た
に
発

覚
し
た
土
地
売
買

の
事
例
で
約
二
十

年
間
旧
所
有
者
に

課
税
し
て
い
る
新

所
有
者
の
土
地
に

新
築
し
て
い
る
が
、

数
年
間
畑
評
価
の

状
態
で
宅
地
課
税

漏
れ
で
あ
り
、
ま

さ
に
職
務
怠
慢
の

証
で
あ
る
。
基
本

的
見
直
し
が
納
税

者
の
求
め
る
完
成

さ
れ
た
評
価
額
だ
。

納
税
者
に
信
頼
さ

れ
る
税
務
行
政
の

実
現
を
。長

田
市
長

昭
和
六
十
二
年
の
電
算
化

に
伴
い
合
筆
併
載
さ
れ
た
土

地
が
何
ら
か
の
理
由
で
再
登

録
さ
れ
、
誤
課
税
さ
れ
て
お

り
、
納
税
者
に
お
詫
び
申
し

上
げ
、
返
還
し
て
い
る
。
指

摘
を
謙
虚
に
受
け
と
め
、
今

後
と
も
慎
重
に
事
務
を
進
行

し
た
い
。

歩道が整備された市民病院前の県道

水
ま
き
手
伝
う
よ
！
（
深
江
田
原
に
て
）
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久
間

進
議
員

Ｑ

Ａ

市
山

和
幸
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

フ
ェ
リ
ー
み
し
ま
と
の

連
絡
バ
ス
路
線
の
新
設
を

五
月
一
日
の
開
院
に
向
け
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
壱

岐
市
民
病
院
も
場
所
の
移
転

に
よ
り
特
に
三
島
住
民
に

と
っ
て
は
新
病
院
へ
の
通
院

が
大
変
不
便
と
な
る
。
現
在

朝
一
便
に
限
り
、
商
業
高
校

行
き
の
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る

が
移
転
に
よ
り
出
来
な
く
な

り
、
今
の
ま
ま
で
は
患
者
の

病
院
離
れ
に
も
つ
な
が
り
、

病
院
の
経
営
に
も
影
響
が
考

え
ら
れ
、
三
島
住
民
の
現
状

か
ら
も
、
フ
ェ
リ
ー
み
し
ま

と
連
絡
し
た
バ
ス
の
運
行
は

出
来
な
い
も
の
か
。
ま
た
、

高
齢
化
社
会
の
現
状
を
考
え

る
と
市
全
体
で
の
問
題
と
思

う
。

長
田
市
長

一
日
十
便
の
予
定
で
市
民

病
院
行
き
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
を
壱
岐
交
通
株
式
会

社
と
協
議
中
。
フ
ェ
リ
ー
み

し
ま
と
連
絡
し
た
バ
ス
の
運

行
も
考
え
て
い
る
。
で
き
る

だ
け
待
ち
時
間
を
少
な
く
し

て
市
民
の
利
便
性
を
図
り
た

い
。

子
育
て
支
援

壱
岐
市
次
世
代
育
成
支
援

計
画
に
、
商
店
街
の
空
き
店

舗
、
壱
岐
の
各
地
域
で
現
在

使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
等

を
活
用
し
て
、
国
、
県
の
補

助
事
業
で
あ
る
「
つ
ど
い
の

広
場
」
事
業
を
取
り
入
れ
て
、

少
子
化
対
策
の
柱
と
し
て
、

次
世
代
育
成
の
た
め
の
施
策

と
し
て
提
言
し
た
い
。

長
田
市
長

「
ゆ
と
り
を
持
っ
て
心
身

と
も
に
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

づ
く
り
」「
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
地
域
全
体
で
支
え
、
助
け

あ
う
ま
ち
づ
く
り
」
こ
の
三

つ
を
理
念
に
掲
げ
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
検

討
中
。

既
存
の
遊
休
施
設
に
加
え
、

議
員
提
案
の
空
き
店
舗
も
利

用
し
、
身
近
な
サ
テ
ラ
イ
ト

施
設
と
し
て
活
用
を
図
る
。

廃
船
処
理
問
題

大
変
な
経
済
状
況
下
で
の

漁
業
者
の
老
朽
化
し
た
漁
船

の
処
理
に
は
非
常
に
苦
慮
さ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

各
漁
協
共
に
補
助
の
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
。
市
と
し
て

農
業
と
共
に
重
要
な
産
業
で

あ
る
漁
業
の
活
性
化
の
た
め

是
非
、
助
成
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。長

田
市
長

Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
廃
船
処
理
に
は

五
十
〜
六
十
万
円
か
か
る
。

処
理
施
設
の
建
設
に
は
補
助

が
あ
る
が
個
人
に
は
な
い
。

今
後
、
漁
協
と
市
が
そ
れ

ぞ
れ
四
分
の
一
の
補
助
と
い

う
こ
と
で
漁
協
と
協
議
す
る
。

市民病院との連絡バスの運行を！（フェリーみしま郷ノ浦港にて）

郷ノ浦町ふれあい通り
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橋
本

早
苗
議
員

Ｑ

Ａ

Ａ

立
川

省
司
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

時
機
を
逸
す
る

な
か

こ
と
勿
れ
！

一
、
文
部
科
学
省
は
教
育
課

程
の
見
直
し
に
先
立
ち
「
ス

ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

各
地
で
開
催
し
て
い
る
。
壱

岐
の
各
学
校
は
創
意
工
夫
を

重
ね
揺
る
ぎ
な
い
取
り
組
み

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
の
一
端
を
発
信
す
る
に
は

ま
た
と
無
い
機
会
と
思
う
。

招
致
す
る
考
え
は
な
い
か
。

二
、
学
校
を
舞
台
に
痛
ま
し

い
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。

壱
岐
は
地
域
性
を
重
ん
じ

「
開
い
て
守
る
」
風
土
で
あ

る
が
備
え
が
な
い
と
不
安
な

時
代
で
あ
る
。
安
全
対
策
は

ど
う
か
。
ま
た
、
教
育
費
と

文
化
財
費
計
上
を
ど
う
考
え

る
か
。

三
、
国
土
交
通
省
は
民
間
に

よ
る
観
光
地
づ
く
り
を
支
援

す
る
補
助
制
度
を
始
め
る
。

観
光
立
島
を
目
指
す
壱
岐
市

と
し
て
は
旗
振
り
役
と
な
る

組
織
の
強
化
拡
大
活
性
化
を

図
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

認
定
申
請
す
る
考
え
は
な
い

か
。

須
藤
教
育
長

一
、
現
場
の
声
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
は
大
切
。
市
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
現
場
の
疑

つ
ぶ
さ

問
・
要
望
を
具
に
聴
取
し
、

応
え
る
環
境
は
整
い
つ
つ
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
は
要
項

に
照
ら
し
て
検
討
し

て
み
る
。

二
、
緊
急
支
援
手
引

き
の
確
認
、
不
審
電

話
は
「
ナ
ン
バ
ー

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
で

さ
す
ま
た

対
応
。「
刺
股
」
も

検
討
し
て
み
る
。
警

備
員
配
置
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
警
官
巡
回
は
事

件
時
対
応
と
考
え
て
い
る
。

文
化
財
費
は
「
原
の
辻
」

関
係
で
増
額
計
上
と
な
っ
て

い
る
。

長
田
市
長

三
、
観
光
協
会
は
十
月
を
目

途
に
「
確
固
た
る
体
制
」
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
実

行
委
員
会
が
鋭
意
取
り
組
ん

で
お
り
、
市
と
し
て
も
全
面

的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
各
種
制
度

は
観
光
の
視
点
で
検
討
す
る
。

水
道
事
業
の

運
営
計
画

水
道
事
業
で
国
の
補
助
や

市
の
一
般
会
計
か
ら
繰
入
で

き
る
簡
易
水
道
の
一
部
を
繰

入
が
出
来
な
い
上
水
道
へ
統

合
す
る
こ
と
は
、
一
億
数
千

万
円
あ
ま
り
の
借
入
の
返
済

を
さ
せ
る
た
め
だ
け
の
安
易

な
考
え
で
あ
り
、
承
認
は
出

来
な
い
。
形
態
の
異
な
る
事

業
の
統
合
を
強
行
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
上
水
道
事
業
の
運

営
安
定
の
た
め
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
に
つ
い
て
保
証
す

べ
き
で
あ
る
。

長
田
市
長

簡
易
水
道
事
業
の
経
営
が

厳
し
く
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
運
営
し
て
い
る
状

況
。
こ
の
た
め
、
経
営
状
態

の
安
定
し
て
い
る
上
水
道
に

統
合
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
上
水
道
事
業
に
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
は
で

き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

精
査
し
て
み
る
。

支
所
長
の
権
限

支
所
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
で
あ
り
、
役
所
は
サ
ー

ビ
ス
業
と
同
様
の
役
割
を
持

つ
も
の
で
、
本
所
の
決
裁
処

理
の
ス
ピ
ー
ド
化
や
支
所
長

の
権
限
拡
大
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
決
裁
事
務
処
理
の
迅

速
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。

長
田
市
長

ど
の
よ
う
な
項
目
に
時
間

を
要
し
て
い
る
か
洗
い
出
し
、

支
所
長
権
限
で
決
裁
で
き
る

も
の
と
本
庁
決
裁
す
べ
き
も

の
の
区
分
を
明
確
に
す
る
。

新
年
度
に
は
市
民
生
活
に

重
点
を
置
い
た
新
し
い
機
構

を
確
立
す
る
と
同
時
に
、
事

務
執
行
に
お
け
る
権
限
と
責

任
の
所
在
を
明
確
に
し
、
事

務
決
裁
規
定
の
見
直
し
を
行

う
。

市内全小中学校に配備されている防犯器具「さすまた」

海底送水管布設替工事（嫦娥～三島間）
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森
山

是
蔵
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

今
西

徹
也
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

市
民
税
等
の

滞
納
処
理

市
民
税
・
健
康
保
険
税
等

五
億
円
を
超
す
税
金
の
処
理

し
ょ
う
び

が
焦
眉
の
問
題
で
あ
り
先

延
ば
し
出
来
な
い
。

強
制
処
分
も
含
め
て
ど
う

対
処
す
る
の
か
。

長
田
市
長

滞
納
者
と
直
接
面
談
を
し
、

税
に
対
す
る
重
要
性
や
滞
納

状
況
を
説
明
し
、
納
税
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
割

納
付
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

納
税
相
談
に
応
じ
な
い
人

に
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

も
考
え
て
い
る
。

健
康
保
険
税

現
状
は
七
千
四
百
三
十
六

世
帯
、
加
入
率
五
一
・
五
七

�
で
あ
る
。

�
こ
の
加
入
率
の
中
に
減
免

者
が
何
人
い
る
の
か
。

�
ど
う
い
う
世
帯
が
減
免
の

条
件
か
。

�
二
億
五
千
万
円
の
滞
納
で

あ
る
が
階
層
と
し
て
分
別
で

き
る
か
。

�
保
険
証
の
未
交
付
も
視
野

に
あ
る
の
か
。

�
施
政
方
針
の
中
で
四
項
目

の
徴
収
方
法
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
最
善
と
考
え
て
い
る

か
。義

務
で
あ
る
納
税
を
市
民

に
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
施
策

を
。

長
田
市
長

健
康
保
険
税
で
は
、
制
度

的
に
軽
減
と
減
免
の
措
置
が

あ
り
、
軽
減
は
被
保
険
者
の

課
税
所
得
が
条
例
で
定
め
る

額
を
超
え
な
い
場
合
に
、
ま

た
、
減
免
は
災
害
等
に
よ
っ

て
生
活
が
著
し
く
困
難
に

な
っ
た
場
合
に
行
う
。

平
成
十
六
年
度
で
、
約
四

千
四
百
九
十
世
帯
・
九
千
二

百
人
が
軽
減
の
対
象
。

滞
納
者
の
各
層
の
分
類
は

行
っ
て
い
な
い
。

保
険
証
の
未
交
付
に
つ
い

て
は
、
納
税
状
況
に
応
じ
て

資
格
証
・
短
期
保
険
証
の
交

付
を
行
っ
て
い
る
。

四
項
目
の
徴
収
方
法
は
、

ど
れ
も
有
効
な
手
段
で
あ
る

が
、
い
か
に
納
税
意
識
を
高

め
る
か
が
重
要
。

漁
家
経
営
安
定

支
援
策

近
年
の
水
産
業
界
を
取
り

巻
く
情
勢
は
年
々
厳
し
い
。

要
因
と
し
て
地
球
温
暖
化
、

海
洋
汚
染
、
後
継
者
不
足
等

考
え
ら
れ
る
。
壱
岐
の
漁
民

は
長
年
の
不
漁
、
漁
価
の
低

迷
、
燃
料
等
経
常
コ
ス
ト
の

高
騰
で
漁
家
経
営
が
厳
し
い

の
が
現
状
。
港
湾
整
備
、
魚

礁
作
り
、
磯
焼
け
対
策
等
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
漁
業
意

欲
高
揚
の
た
め
に
燃
料
補
助

等
具
体
的
且
つ
幅
広
い
支
援

策
を
。
ま
た
、
漁
業
後
継
者

対
策
事
業
と
し
て
漁
師
育
成

校
を
設
立
し
て
は
。

長
田
市
長

漁
民
や
漁
協
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
、
要
望
に
応

え
て
い
き
た
い
し
、
県
に
も

要
望
を
し
た
い
。

漁
師
育
成
校
に
つ
い
て
は
、

対
象
や
内
容
を
検
討
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
研
究
課

題
に
さ
せ
て
ほ
し
い
。

学
校
施
設
の

安
全
管
理

市
内
各
学
校
の
安
全
管
理

は
万
全
か
。
市
内
で
生
徒
の

落
下
事
故
が
発
生
し
て
い
る

が
、
危
険
箇
所
が
多
い
。
特

に
校
舎
裏
側
の
廊
下
側
に
は
、

一
校
も
落
下
防
止
柵
を
設
置

し
て
い
な
い
。
早
急
に
設
置

を
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

須
藤
教
育
長

今
後
解
決
を
し
て
い
き
た

い
。

安全のために落下防止柵の整備を！
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今
西

菊
乃
議
員

ＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

中
村
出
征
雄
議
員

ＱＡ

ＱＡＱ

Ａ

若
者
に
夢
を

社
会
教
育
団
体
予
算
削
減

は
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
な
さ

れ
た
の
か
。
他
の
生
涯
学
習

費
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
感

じ
る
。
特
に
青
年
団
に
つ
い

て
は
目
が
い
っ
て
な
い
。
次

の
時
代
を
担
う
若
者
達
が
夢

や
希
望
を
な
く
さ
な
い
よ
う

に
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。

長
田
市
長

補
助
金
の
減
額
で
厳
し
い

運
営
に
な
る
と
思
う
。
経
常

経
費
の
削
減
・
自
主
財
源
の

確
保
な
ど
で
自
主
運
営
が
で

き
る
よ
う
努
力
を
し
て
ほ
し

い
。

い
や癒
し
を
求
め
て

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
取
り

入
れ
た
観
光
事
業
を
！
「
民

泊
」
を
希
望
す
る
人
も
多
い

の
で
そ
の
整
備
を
。

長
田
市
長

観
光
誘
致
は
、
観
光
協
会

や
関
係
団
体
が
一
堂

に
会
し
て
体
制
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
市
と
し
て
も

こ
れ
に
応
援
を
し
て

い
き
た
い
。

島
ご
と

博
物
館

国
分
ゾ
ー
ン
の
六

つ
の
巨
大
古
墳
を
早

急
に
整
備
し
て
古
墳

巡
り
コ
ー
ス
を
！
ま

た
、
亀
石
の
双
六
古

墳
は
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
に
花

畑
や
ミ
ニ
遊
園
地
等

の
計
画
も
考
慮
し
て

も
ら
い
た
い
。

須
藤
教
育
長

国
分
ゾ
ー
ン
の
六
つ
の
古

墳
は
単
体
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
と
し
て
平
成
十
七
年

度
に
国
指
定
の
申
請
手
続
き

を
行
い
、
併
せ
て
整
備
も
進

め
て
い
き
た
い
。

公
営
住
宅
建
設

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
市
営

住
宅
の
建
て
替
え
計
画
は
。

「
老
後
を
壱
岐
で
」
と
言
う

人
に
市
の
遊
休
地
を
活
用
し
、

宅
地
造
成
し
て
低
価
格
で
宅

地
分
譲
す
る
こ
と
は
住
宅
建

設
よ
り
安
上
が
り
で
あ
り
、

定
住
促
進
及
び
景
気
高
揚
に

な
る
と
思
う
。

長
田
市
長

平
成
十
七
年
度
に
市
の
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
計
画
を
し
て
い
く
。

遊
休
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
精
査
し
い
ろ
い

ろ
な
方
法
を
考
え
た
い
。

印
通
寺
港
の

整
備
・
外
港
管
理

平
成
十
九
年
春
の
大
型

フ
ェ
リ
ー
の
就
航
に
両
港
の

整
備
は
間
に
合
う
か
。
印
通

寺
港
へ
の
芦
辺
町
砂
置
き
場

移
転
は
密
集
地
・
通
学
路
で

あ
り
、
こ
れ
以
上
の
大
型
車

が
通
る
こ
と
と
な
り
、
不
可
。

ま
た
、
外
港
野
積
み
場
に
長

期
間
廃
車
が
放
置
さ
れ
て
い

る
が
、
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

立
石
一
郎
議
員

と
重
複
質
問
の

た
め
答
弁
省
略
。

行
財
政
改
革

四
町
合
併
の
大
目

的
は
行
財
政
改
革
で

あ
る
。
希
望
退
職
者

を
募
り
、
職
員
の
定

員
適
正
化
計
画
を
公

表
す
べ
き
。
ま
た
、

十
二
月
議
会
否
決
の

納
税
前
納
報
奨
金
の

削
減
廃
止
に
つ
い
て
、

平
成
十
八
年
度
実
施

に
向
け
て
再
提
案
す
べ
き
で

な
い
か
。長

田
市
長

職
員
の
定
数
削
減
は
、
組

織
の
再
編
・
事
務
事
業
の
合

理
化
・
民
間
委
託
の
導
入
な

ど
を
図
り
な
が
ら
体
制
を
整

え
て
い
く
。

前
納
報
奨
金
は
、
議
会
に

十
分
な
説
明
を
し
、
理
解
を

得
て
再
度
提
案
し
た
い
。

整備が待たれる印通寺港

鯨伏中学校卒業生製作の案内板と双六古墳
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吉
富

忠
臣
議
員

Ｑ

Ａ

榊
原

伸
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

施
政
方
針

一
、
土
着
菌
培
養
方
法
と
そ

の
活
用
方
法
、
全
体
事
業
に

つ
い
て
。

二
、
雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ａ
が
主
と
な
っ
た
農

業
関
係
し
か
な
い
と
考
え
て

い
る
。
地
産
地
消
型
で
麦
の

生
産
拡
大
に
伴
い
、
精
麦
工

場
建
設
の
計
画
は
ど
う
か
。

三
、
少
子
化
対
策
、
若
者
向

け
の
庭
付
き
一
戸
建
て
住
宅

を
造
り
、
無
償
提
供
を
し
、

市
有
地
の
有
効
利
用
を
。
併

せ
て
子
育
て
支
援
事
業
の
次

世
代
育
成
支
援
の
推
進
に
つ

い
て

四
、
報
酬
に
関
わ
る
委
員
会

の
総
数
・
経
費
は
。
重
複
し

た
委
員
が
多
い
。
意
見
に
活

性
化
が
な
い
の
で
は
。

五
、
学
校
教
育
に
つ
い
て
基

本
構
想
に
統
廃
合
を
明
記
す

べ
き
だ
。
競
争
原
理
の
教
育

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目
標
に
。

六
、
成
人
式
に
つ
い
て
、
記

念
写
真
の
廃
止
の
理
由
は
。

七
、
簡
水
事
業
に
つ
い
て
芦

辺
浄
水
場
活
性
炭
、
塩
素
測

定
器
予
算
の
ゼ
ロ
回
答
に
つ

い
て
、
市
民
に
臭
い
水
を
飲

ま
せ
る
の
か
。
納
得
で
き
な

い
。

長
田
市
長

一
、
堆
肥
化
促
進
で
地
力
づ

く
り
に
役
立
つ
。
施
設

の
予
算
化
は
し
て
い
な

い
。

二
、
精
麦
工
場
は
、
採

算
性
運
営
主
体
等
関
係

機
関
と
協
議
・
検
討
す

る
。

三
、
広
い
敷
地
を
必
要

と
し
、
共
同
住
宅
よ
り

コ
ス
ト
が
割
高
と
な
り

検
討
を
要
す
る
。

四
、
現
在
二
十
六
委
員

会
が
あ
る
。
任
命
に
つ
い
て

は
趣
旨
目
的
に
合
う
識
者
構

成
の
た
め
重
複
す
る
場
合
も

あ
る
。

五
、
小
学
校
は
地
域
文
化
の

拠
点
で
慎
重
な
対
応
が
基
本

で
あ
る
。
競
争
原
理
は
中
学

校
の
統
合
で
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
認
識
し
て
い
る
。

六
、
人
数
の
関
係
、
ひ
な
壇

設
営
時
間
等
の
関
係
で
記
念

写
真
は
中
止
し
た
。

七
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
実
績
を
も
と
に
予
算
化
し

て
い
る
。

配
管
の
老
朽
化
は
早
急
に

対
処
す
る
。

集
合
！
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

壱
岐
市
も
合
併
し
て
、
一

年
が
過
ぎ
落
ち
着
い
た
よ
う

に
も
見
え
る
。
同
時
に
旧
四

町
時
代
に
比
べ
行
政
が
行
き

届
か
ず
不
満
が
充
満
し
て
い

る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
市
民
の

意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
ま
た
行
政
を
市
民
に

肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開

催
を
提
案
し
た
い
。

長
田
市
長

市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
や
、
将
来
右
肩
上
が

り
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
に

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
必

要
と
思
う
。

「
市
民
へ
の
手
紙
」
で
意

見
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

不
安
な
声
も
耳
に
す
る
が
厳

し
い
状
況
を
伝
え
、
将
来
壱

岐
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
。

あ
れ
か
ら
一
年

一
年
を
振
り
返
っ
て
市
長

は
、
公
約
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
、
そ

の
成
果
は
。
合
併
特
例
債
事

業
に
つ
い
て
概
算
の
予
算
は

で
き
た
か
。
そ

れ
が
で
き
な
け

れ
ば
平
成
十
七

年
度
の
一
般
会

計
の
中
で
合
併

特
例
債
に
関
わ

る
予
算
に
つ
い

て
は
承
諾
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
。
補
助
金
の

見
直
し
に
つ
い

て
は
、
削
減
を

示
し
て
、
一
番

把
握
し
て
い
る
担
当
職
員
に

整
理
さ
せ
議
会
に
提
案
を
。

長
田
市
長

公
約
の
行
財
政
改
革
は
永

遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
実
施
し

て
い
る
。

特
例
債
は
十
三
事
業
で
概

算
百
三
十
億
円
で
あ
る
。

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ

は
見
直
し
、
新
し
い
政
策
に

生
か
す
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
の
考
え
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

１０月２５日 壱岐文化ホールにて

壱岐産大麦で壱岐焼酎を！
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中
村

瞳
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

原
田

武
士
議
員

Ｑ

Ａ

二
学
期
制
の

導
入

昨
年
の
学
力
調
査
で
は
学

力
が
全
面
的
下
降
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
深
刻
に
受
け
「
学

力
の
向
上
を
図
る
」
と
し
、

ゆ
と
り
の
教
育
を
見
直
す
意

向
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
各

地
で
学
力
向
上
に
伴
い
、
二

学
期
制
の
導
入
が
取
り
組
ま

れ
、
霞
翠
小
学
校
で
は
昨
年

よ
り
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ
、

そ
れ
な
り
の
実
績
を
上
げ
て

い
る
。
今
後
の
二
学
期
制
の

導
入
に
つ
い
て
市
長
・
教
育

長
の
見
解
は
。

須
藤
教
育
長

二
学
期
制
は
現
在
、
国
や

県
で
試
行
段
階
で
あ
る
。

壱
岐
で
は
霞
翠
小
学
校
が

タ
フ
事
業
の
特
例
と
し
て
、

指
定
の
最
終
年
度
に
実
施
し

た
。
実
績
を
も
と
に
次
年
度

も
試
行
す
る
。

霞
翠
小
学
校
で
長
所
・
短

所
を
探
っ
て
い
こ
う
と
い
う

段
階
で
あ
り
、
近
日
中
に
市

内
の
小
学
校
が
二
学
期
制
を

導
入
す
る
こ
と
は
な
い
。

港
湾
の
整
備

現
在
、
勝
本
港
湾
で
は
塩

谷
湾
の
両
サ
イ
ド
か
ら
防
波

堤
が
建
設
中
で
あ
り
、
十
七

年
度
完
成
の
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
工
事
が
終
了
後
、

う

県
は
旧
「
鵜
ノ
瀬
」

の
防
波
堤
を
撤
去
の

方
針
で
あ
り
、
今
後

全
面
撤
去
す
る
の
か
、

一
部
残
す
の
か
。
給

油
所
の
関
係
も
含
め

漁
協
並
び
に
漁
民
を

主
と
し
、
協
議
さ
れ
、

ま
た
、
港
湾
審
議
会

も
あ
る
こ
と
で
十
分

検
討
し
対
処
す
べ
き

で
あ
る
。長

田
市
長

県
は
撤
去
の
方
向
で
あ
る

が
、
防
波
堤
建
設
が
条
件
と

な
り
、
現
在
建
設
中
で
あ
る
。

塩
谷
地
区
の
漁
船
の
安
全
係

留
は
確
保
さ
れ
る
が
、
勝
本

漁
港
の
給
油
施
設
の
利
用
に

支
障
が
生
じ
る
と
思
う
。
現

状
維
持
し
た
い
が
、
国
や
県

の
方
針
も
あ
り
、
漁
協
と
協

議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
な

る
べ
く
撤
去
し
な
い
形
で
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

福
祉
行
政
と

都
市
計
画
税

①
市
の
福
祉
行
政
の
一
翼
を

担
う
社
協
予
算
が
勝
本
で
千

二
百
三
十
一
万
円
、
全
体
で

三
千
四
百
万
円
削
減
さ
れ
て

い
る
。
許
さ
れ
な
い
の
は
職

員
の
勤
勉
手
当
、
退
職
手
当

引
当
金
、
原
価
償
却
費
、
旅

費
、
研
修
費
を
全
面
カ
ッ
ト

し
て
い
る
が
こ
れ
は
市
と
社

協
と
の
協
定
違
反
で
あ
る
。

早
急
な
補
正
が
求
め
ら
れ
る
。

②
都
市
計
画
税
の
廃
止
は
合

併
協
定
違
反
で
年
間
五
千
二

百
万
円
の
負
担
を
島
民
に
背

負
わ
せ
し
か
も
合
併
寸
前
、

加
入
者
負
担
金
の
不
公
平
と

言
う
だ
け
の
理
由
で
郷
ノ
浦

町
が
廃
止
を
決
め
た
事
は
許

さ
れ
な
い
。
公
立
病
院
の
敷

地
代
一
億
円
も
島
民
の
新
た

な
負
担
に
転
嫁
さ
せ
た
行
為

と
共
に
不
当
行
為
で
あ
る
。

市
の
財
政
事
情
困
窮
の
折
、

新
税
を
模
索
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

時
期
に
、
私
は
都
市
計
画
税

の
復
活
を
島
民
に
変
わ
り
強

く
要
求
す
る
。

長
田
市
長

①
予
算
編
成
は
旧
四
町
の
補

助
金
及
び
委
託
料
の
交
付
内

容
を
統
一
・
調
整
の
た
め
に

事
務
局
と
も
協
議

を
重
ね
た
。
予
算

の
圧
縮
か
ら
大
き

く
減
額
し
た
事
業

所
も
あ
る
が
、
施

設
管
理
方
法
等
を

検
討
し
、
社
協
と

協
議
し
な
が
ら
対

応
す
る
。
協
定
は

基
本
で
あ
る
が
、

運
営
方
法
も
い
ろ

い
ろ
な
形
で
変

わ
っ
て
く
る
こ
と

も
あ
り
対
応
も
多

様
化
し
て
い
る
。

②
都
市
計
画
税
は
「
と
る
こ

と
も
で
き
る
」
と
な
っ
て
お

り
、
郷
ノ
浦
町
は
と
っ
て
い

た
。
合
併
前
に
町
長
の
公
約

で
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
は
、
市
街
地
の

大
き
い
仕
事
が
可
能
な
点
が

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

郷
ノ
浦
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

計
画
地
域
で
な
い
大
谷
公
園

等
も
都
市
計
画
の
名
の
も
と

に
整
備
さ
れ
公
共
の
役
に

立
っ
て
い
る
。

勝本町ふれあいセンターかざはや

石積みの旧鵜ノ瀬の防波堤
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山
内

道
夫
議
員

Ｑ

Ａ

品
川

洋
毅
議
員

Ｑ

Ａ

政
策
・
施
策
の
対
応

及
び
活
性
化
対
策

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

重
点
課
題
の
公
共
工
事
は
将

来
型
で
あ
る
環
境
整
備
を
地

域
産
業
活
性
化
す
る
よ
う
に

効
果
的
な
投
資
を
す
べ
き
だ
。

本
庁
舎
問
題
に
つ
い
て
は

本
庁
を
中
心
主
義
に
す
る
こ

と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

自
治
体
が
合
併
に
よ
っ
て
分

散
型
を
目
指
す
。
壱
岐
市
と

し
て
も
四
町
役
場
を
最
大
限

に
活
用
し
た
分
離
・
分
散
方

式
を
当
分
は
取
り
入
れ
て
は

ど
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
事
業
は
、

地
元
業
者
に
発
注
す
る
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。

そ
の
た
め
に
分
散
・
分
括
入

札
方
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
。

改
革
は
政
策
、
施
策
を
改

め
て
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
市
長
の
勇
気
あ
る
行
財

政
改
革
に
期
待
す
る
。

長
田
市
長

焼
却
施
設
・
し
尿
処
理
施

設
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六

年
度
に
設
置
し
た
壱
岐
市
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
・
整
備

基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
意

見
を
尊
重
す
る
。

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
新
庁

舎
が
出
来
る
ま
で
は
分
庁
方

式
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

大
型
事
業
の
入
札
は
現
在

地
元
で
で
き
る
こ
と
は
地
元

で
行
っ
て
い
る
。
技
術
面
で

特
殊
な
事
業
だ
け
は
、
島
外

業
者
と
地
元
業
者
の
共
同
企

業
体
で
分
散
・
分
割
し
て
発

注
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の

方
針
で
行
く
。

十
七
年
度
予
算

一
、
三
位
一
体
改
革
が
進
ま

な
い
中
で
の
予
算
で
あ
る
。

自
主
財
源
に
乏
し
い
中
、
財

源
確
保
が
重
要
で
あ
る
。
特

に
税
の
徴
収
に
は
万
全
を
期

す
こ
と
が
重
要
。
ま
た
、
過

年
度
滞
納
分
の
徴
収
は
、
必

要
不
可
欠
。
ど
の
よ
う
な
方

法
で
徴
収
さ
れ
る
の
か
。

二
、
旧
郷
ノ
浦
町
時
代
（
平

成
十
六
年
度
）
の
固
定
資
産

の
課
税
に
は
問
題
あ
り
。
こ

の
際
、
当
時
の
こ
と
を
議
会

に
明
ら
か
に
す
べ
き
と
思
う

が
。

三
、
土
木
予
算
に
つ
い
て
は
、

単
独
の
継
続
事
業
二
十
二
路

線
全
部
を
休
止
す
る
の
は
い

か
が
な
も
の
か
。
ま
た
、
救

急
車
や
消
防
車
の
進
入
の
で

き
に
く
い
人
命
に
関
わ
る
道

路
も
多
数
あ
る
。
雇
用
の
面

か
ら
も
一
考
を
要
す
る
が
。

長
田
市
長

一
、
森
山
議
員
の
質
問
と
重

複
す
る
の
で
答
弁
は
省
略
。

二
、
平
成
六
年
に
土
地
の
評

価
方
法
が
大
幅
に
変
わ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
旧
郷
ノ
浦
町
の

評
価
点
数
の
決
め
方
が
、
評

価
基
準
に
即
し
て
い
な
い
と

言
う
事
で
委
員
会
で
見
直
し

二
年
前
に
評
価
替
え
さ
れ
て

い
る
。
特
別
委
員
会
で
検
討

さ
れ
、
現
在
問
題
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

三
、
単
独
道
路
に
つ
い
て
は
、

十
六
年
度
決
算
で
生
じ
る
繰

越
金
や
、
地
方
交
付
税
の
最

終
的
な
決
定
で
対
応
す
る
。

当
初
予
算
と
し
て
は
計
上
で

き
な
か
っ
た
。

現在休止となっている市道勝利線（勝本町西戸触）

工事が進む勝本町自給肥料供給施設（勝本町本宮西触）
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小
金
丸
益
明
議
員

Ｑ

Ａ

東
谷

伸
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

大
丈
夫
か
！
今
後

の
下
水
道
事
業

国
策
に
準
じ
島
内
の
集
落

に
於
い
て
は
、
下
水
道
整
備

事
業
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ

て
い
る
。
公
共
事
業
が
枯
渇

す
る
中
で
、
投
入
さ
れ
る
巨

額
の
工
事
費
は
、
島
内
に
相

当
な
経
済
波
及
効
果
を
及
ぼ

し
、
そ
の
目
的
と
合
わ
せ
て
、

大
い
に
推
進
、
歓
迎
さ
れ
て

当
然
の
事
業
で
あ
る
。
し
か

し
、
冷
え
込
む
経
済
と
高
齢

者
世
帯
の
増
加
が
原
因
で
、

宅
内
配
管
等
に
要
す
る
多
額

の
個
人
負
担
金
が
足
か
せ
と

な
り
、
加
入
率
が
低
迷
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
加

入
率＝

利
用
料
の
不
足
は
恒

常
的
に
財
政
を
圧
迫
す
る
危

険
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
計

画
地
域
に
於
い
て
は
、
早
急

に
住
民
の
理
解
を
求
め
、
事

業
実
施
の
適
否
を
、
正
確
に

検
証
し
た
上
で
、
事
業
の
中

止
凍
結
等
を
含
め
た
政
策
の

転
換
が
急
務
と
考
え
る
が
。

長
田
市
長

環
境
問
題
は
百
年
の
計
と

も
言
わ
れ
、
財
政
問
題
だ
け

で
決
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
今

後
の
下
水
道
事
業
を
進
め
て

い
く
に
は
、
加
入
率
七
〇
�

程
度
で
な
け
れ
ば
要
望
に
応

じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

瀬
戸
地
区
で
は
七
〇
�
程

度
の
加
入
意
思
が
確
認
で
き

た
の
で
着
工
し
た
。
芦
辺
地

区
を
は
じ
め
今
後
は
、
七
〇

�
程
度
の
加
入
意
志
が
な
け

れ
ば
着
手
は
困
難
で
あ
る
。

福
祉
の
里
に

養
護
学
校
を

初
山
地
区
の
福
祉
の
里
構

想
の
中
に
、
養
護
学
校
・
障

害
児
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
障

害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

含
め
た
入
居
型
施
設
等
の
実

現
を
。
ま
た
、
養
護
学
校
は

市
議
会
全
会
一
致
で
請
願
を

採
択
し
、
県
議
も
県
議
会
で

前
向
き
答
弁
を
獲
得
し
た
。

そ
し
て
、「
障
害
者
計
画
策

定
委
員
会
」
に
市
民
生
活
課

と
教
育
委
員
会
の
職
員
の
参

加
を
。

長
田
市
長

福
祉
の
里
構
想
は
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
が
互
い
に
連
携
・

交
流
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

効
果
的
に
展
開
で
き
る
福
祉

ゾ
ー
ン
と
し
て
充
実
し
て
い

く
よ
う
考
え
て
い
る
。

養
護
学
校
は
、
分
教
室
設

置
を
実
現
し
た
い
の
で
今
後

も
粘
り
強
く
要
求
す
る
。

策
定
委
員
会
等
、
委
員
の

選
任
に
関
し
て
は
、
今
後
垣

根
を
外
す
必
要
が
あ
る
。

博
物
館
は
木
造
で

百
�
地
元
発
注
を

原
の
辻
の
博
物
館
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
は
な
く
、
暖
か

み
の
あ
る
木
造
の
平
屋
で
弥

生
の
風
景
を
大
切
に
し
て
、

設
計
か
ら
建
築
ま
で
百
�
地

元
業
者
の
み
に
発
注
を
。

長
田
市
長

博
物
館
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
県
へ
委
託
を
す
る
の
で

十
分
協
議
し
、
発
注
業
者
は

市
内
業
者
を
配
慮
し
た
選
定

を
強
く
要
望
す
る
。

あたたかみのある木造の休憩所（勝本町串山海水浴場にて）

下水道工事の状況（県道郷ノ浦芦辺線）
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眞
弓

倉
夫
議
員

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

浦
瀬

繁
博
議
員

Ｑ

Ａ

財
源
の
確
保

恒
久
的
財
源
及
び
雇
用
対

策
と
し
て
、
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
処
分
場
を
誘
致
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

市
長
は
将
来
的
に
壱
岐
市
の

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
、
取
り
組
も
う

と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

長
田
市
長

放
射
性
廃
棄
物
は
後
世
の

生
活
環
境
に
害
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
に
し
て
お
く
責
任
が

あ
る
。
一
般
論
で
は
、
地
下

深
部
な
ど
が
ふ
さ
わ
し
い
場

所
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
下

水
依
存
の
壱
岐
で
は
こ
れ
は

避
け
る
べ
き
。
ま
た
、
財
源

確
保
は
一
次
産
業
の
活
性
化

が
大
き
な
基
本
で
あ
り
、
原

点
と
捉
え
て
い
る
。
壱
岐
の

特
色
を
生
か
し
た
農
漁
業
が

確
立
す
る
よ
う
な
方
向
性
を

さ
ぐ
り
活
気
あ
る
壱
岐
に
し

た
い
。

観
光
振
興

海
上
王
都
原
の
辻
遺
跡
を

ど
の
よ
う
に
復
元
保
存
整
備

し
、
壱
岐
市
の
活
性
化
・
観

光
振
興
の
一
大
拠
点
と
し
て

ど
う
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
の
か
。須

藤
教
育
長

海
上
王
都
と
い
う

こ
と
は
一
番
の
売
り

だ
と
思
っ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
有
数
の

専
門
家
が
整
備
委
員

と
な
っ
て
協
議
さ
れ

て
い
る
。
諸
々
の
意

見
を
踏
ま
え
、
本
物

の
整
備
を
し
て
い
く
。

指
定
区
間

博
多
と
壱
岐
・
対
馬
の
一

体
的
指
定
区
間
の
分
離
に
つ

い
て
、
対
馬
と
の
協
議
の
進

展
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
と
の
交
渉
は
始

め
た
の
か
。

長
田
市
長

対
馬
市
は
、
壱
岐
を
切
り

離
す
こ
と
は
反
対
と
い
う
態

度
で
あ
り
、
ま
だ
進
展
状
況

に
な
い
。
国
土
交
通
省
も
、

県
知
事
の
意
見
を
聞
い
て
大

臣
が
指
定
す
る
と
な
っ
て
お

り
、
進
め
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

幹
線
道
路
の

整
備

管
内
の
国
道
、
主
要
地
方

道
、
一
般
県
道
は
、
こ
れ
ま

で
か
な
り
改
良
が
進
み
、
改

良
率
も
七
〇
㌫
と
な
っ
て
い

る
が
、
残
る
未
改
良
路
線
郷

ノ
浦
か
ら
初
瀬
、
初
瀬
か
ら

印
通
寺
間
は
未
だ
そ
の
改
良

計
画
に
も
あ
が
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
最
近
に

な
っ
て
、
か
た
ば
る
病
院
付

近
ま
で
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
地
元
説
明
会
も
行
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
際
初
山
全
線
の
一
工
区

と
し
て
位
置
づ
け
、
計
画
的

に
整
備
す
る
よ
う
要
望
す
べ

き
と
考
え
る
。
財
政
厳
し
く

な
る
中
に
あ
っ
て
は
、
局
部

改
良
の
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
壱
岐
は
原
の
辻

遺
跡
を
中
心
に
歴
史
の
島
、

観
光
の
島
と
し
て
、
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
て
行
こ
う
と
し

て
い
る
時
、
道
路
の
整
備
は

必
要
不
可
欠
。

長
田
市
長

以
前
よ
り
整
備
要
望
を
し

て
い
た
が
、
平
成
十
七
年
度

は
「
か
た
ば
る
病
院
」
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
着
工
の
方

向
で
あ
る
。
県
も
費
用
対
効

果
等
の
問
題
で
補
助
事
業
の

採
択
も
か
な
り
難
し
い
。
当

路
線
は
重
要
な
幹
線
で
あ
り
、

ま
た
、
観
光
路
線
で
も
あ
る

の
で
、
今
後
も
強
く
整
備
要

望
し
て
い
く
。

整備が望まれる県道渡良浦初瀬線（かたばる病院前）

指定区間の見直しと運賃の低額化を！
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深
見

義
輝
議
員

ＱＡ

ＱＡ

山
下

正
業
議
員

Ｑ

Ａ

地
産
地
消
の

効
果

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
財
政
難
の
た
め
減

額
編
成
で
あ
る
。
今
後
、
少

子
化
が
進
む
中
で
財
政
を
圧

迫
す
る
の
は
国
保
事
業
で
あ

り
、
そ
の
予
防
策
と
し
て
生

活
習
慣
病
対
策
が
重
要
視
さ

れ
て
い
る
。
食
糧
自
給
率
の

向
上
と
第
一
次
産
業
の
振
興

を
図
る
た
め
に
も
学
校
給
食

で
の
地
産
地
消
を
始
め
、
伝

統
食
の
必
要
性
（
米
の
消
費

拡
大
）
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

長
田
市
長

地
場
産
品
は
価
格
・
量
と

も
安
定
供
給
が
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
で
き
る
限
り

使
用
す
る
よ
う
努
力
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
米
の
消
費
拡

大
は
即
効
性
の
あ
る
施
策
が

な
い
が
、
学
童
農
園
等
、
米

に
対
す
る
教
育
を
重
要
視
し
、

関
係
機
関
と
協
力
し
、
消
費

拡
大
を
推
進
し
て
い
く
。

漁
場
の
再
生

近
年
、
資
源
の
減
少
、
漁

価
の
低
迷
に
よ
り
水
産
業
は

厳
し
い
状
況
の
中
で
早
急
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
磯
焼

け
対
策
の
状
況
は
、

海
砂
採
取
の
要
因
が

あ
る
の
か
。
漁
業
者

へ
の
直
接
的
支
援
策

は
出
来
な
い
の
か
。

海
岸
漂
流
物
の
処
理

は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

長
田
市
長

藻
場
造
成
事
業
に

取
り
組
み
、
あ
る
程

度
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る
。
因
果
関
係
は
、

砂
採
取
海
域
沿
岸
付
近
が
必

ず
し
も
磯
や
け
が
進
行
し
て

い
る
と
は
い
え
ず
、
明
確
で

な
い
。
直
接
支
払
い
は
、
平

成
十
七
年
度
よ
り
五
年
間
、

国
の
離
島
漁
業
更
生
支
援
交

付
金
に
よ
る
支
援
策
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
海
岸
漂
着
物

の
回
収
は
市
単
独
事
業
と
し

て
継
続
し
て
取
り
組
む
。
ま

た
、
不
法
投
棄
物
撤
去
事
業

の
継
続
に
つ
い
て
も
県
へ
要

望
し
て
い
る
。

原
の
辻
関
係

事
業

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

博
物
館
建
設
事
業
に
つ
い

て
、
今
後
事
業
を
進
め
て

い
く
場
合
合
併
特
例
債
利

用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
後
世
へ
負
債

を
残
す
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
事
業
を
進
め
る
こ

と
は
観
光
産
業
に
は
大
変

良
い
こ
と
か
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
の
事
業
を
国
や
県

の
事
業
と
し
て
予
算
や
管

理
面
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
出
来
上
が
っ
て
か

ら
の
維
持
管
理
面
で
苦
労

す
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

国
・
県
へ
の
要
望
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
建
築
費
用
や
、
維
持

管
理
も
安
く
効
率
的
に
す
る

に
は
ど
う
す
べ
き
か
、
県
と

一
体
的
な
計
画
で
現
在
も
進

め
て
い
る
。

世
界
的
に
誇
れ
る
す
ば
ら

し
い
遺
跡
と
確
信
し
て
い
る

の
で
、
是
非
と
も
壱
岐
の
観

光
振
興
の
た
め
十
分
活
用
し

た
い
。

原の辻展示館前にて

美しい海岸線を取り戻そう！（勝本町天ヶ原海岸にて）
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坂
本

拓
史
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

菊
田

光
孝
議
員

Ｑ

Ａ

市
民
と
の

直
接
対
話
を

合
併
後
一
年
を
経
過
し
、

そ
の
効
果
や
行
政
の
対
応
に

つ
い
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

開
か
れ
た
行
政
を
積
極
的
に

目
指
す
た
め
に
も
財
政
の
現

況
や
課
題
を
示
し
、
将
来
の

展
望
や
方
向
性
を
市
長
自
ら

が
訴
え
、
ま
た
、
市
民
の
幅

広
い
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で

壱
岐
市
版
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
開
催
を
し
て
は
ど
う

か
。

長
田
市
長

市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
郷
土
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
く
た
め
に
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
積
極

的
に
対
話
の
行
政
に
努
め
る
。

壱
岐
市
版
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
も
開
催
場
所
等
を
今
後

検
討
し
、
な
る
べ
く
早
い
時

期
に
実
施
す
る
。

公
共
施
設
の

環
境
整
備

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
福
祉
館
等

の
ト
イ
レ
は
水
洗
化
が
未
整

備
の
所
が
多
く
、
不
衛
生
で

敬
遠
さ
れ
て
い
る
。

特
に
芦
辺
の
ふ
れ

あ
い
広
場
は
新
春

マ
ラ
ソ
ン
の
主
会

場
で
あ
り
島
外
者

が
多
数
利
用
さ
れ

て
い
る
が
、
悪
印

象
を
与
え
て
い
る

の
で
早
急
な
整
備

を
。
ま
た
、
福
祉

館
は
利
用
率
の
向

上
の
た
め
に
も
ト

イ
レ
の
水
洗
化
と

空
調
設
備
の
設
置

を
年
次
的
計
画
的

に
。

長
田
市
長

市
内
に
あ
る
多
数
の
公
共

施
設
の
中
に
は
、
水
洗
化
未

整
備
の
ト
イ
レ
も
数
多
く

残
っ
て
い
る
。
島
外
か
ら
の

来
客
者
や
市
内
の
利
用
者
に

対
し
、
ま
た
下
水
道
加
入
促

進
を
図
る
意
味
か
ら
も
整
備

の
必
要
が
あ
り
、
年
次
的
に

計
画
し
て
い
く
。
僻
地
福
祉

館
に
つ
い
て
も
同
様
。

初
山
開
発

郷
ノ
浦
浄
化
セ
ン
タ
ー
誘

致
の
条
件
と
し
て
十
五
年
〜

二
十
年
間
の
使
用
期
限
を
定

め
た
は
ず
だ
が
、
三
十
年
近

く
移
設
の
検
討
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。『
壱
岐
市
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
整
備
検
討
委

員
会
』
で
の
検
討
課
題
「
今

後
の
し
尿
汚
泥
処
理
シ
ス
テ

ム
」
を
視
野
に
入
れ
移
設
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

へ
い
獣
処
理
施
設
は
ど
こ
も

満
杯
状
態
に
近
い
が
初
山
開

発
区
域
内
に
焼
却
施
設
の
建

設
を
検
討
し
て
は
。
環
境
問

題
、
公
衆
衛
生
上
焼
却
施
設

の
設
置
は
急
務
で
は
な
い
か
。

遊
歩
道
の
整
備
は
『
福
祉
の

里
構
想
』
の
下
、
お
年
寄
り

や
障
害
者
の
皆
さ
ん
が
車
椅

子
で
も
散
策
で
き
る
よ
う
。

落
葉
樹
を
増
や
し
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
の
季
節
を
楽
し
め

る
遊
歩
道
に
し
、
自
然
を
活

か
し
た
現
状
活
用
型
の
開
発

を
。

長
田
市
長

し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

整
備
検
討
委
員
会
で
現
在
検

討
中
。
そ
の

中
で
、
現
体

制
の
続
行
か

一
元
化
へ
の

移
行
か
を
含

め
て
検
討
作

業
中
。

へ
い
獣
処

理
に
つ
い
て

は
、
焼
却
施

設
の
建
設
に

努
力
中
だ
が
、

国
・
県
の
補

助
メ
ニ
ュ
ー

も
な
い
た
め

県
に
対
し
て

特
認
事
業
の
要
望
を
し
て
い

る
。
平
成
十
八
年
度
建
設
を

希
望
し
て
い
る
が
、
初
山
開

発
を
含
め
設
置
場
所
・
運
営

等
に
つ
い
て
今
後
関
係
機
関

と
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

平
成
十
二
年
に
作
成
さ
れ

た
、
初
山
地
区
利
用
計
画
基

本
方
針
策
定
業
務
報
告
書
を

参
考
に
、
現
在
の
自
然
を
生

か
し
活
用
し
た
有
効
利
用
が

で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
く
。

衛生的で快適な水洗トイレの整備を！（ふれあいグラウンド横のトイレ）

初山開発用地（郷ノ浦町坪触）
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平
畑

光
議
員

ＱＡ

深
見

忠
生
議
員

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

通
学
道
路
の

舗
装
・
環
境
対
策

現
在
の
勝
本
小
学
校
通
学

道
路
の
路
面
に
は
大
小
の
亀

裂
が
出
来
て
い
る
。
今
後
、

生
徒
を
は
じ
め
地
域
住
民
の

安
全
を
守
る
た
め
早
急
な
対

策
を
。

ま
た
、
通
学
路
付
近
へ
大

量
の
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
、

地
域
住
民
が
困
っ
て
い
る
。

第
一
に
衛
生
的
・
環
境
的
に

も
非
常
に
問
題
で
あ
る
。
社

会
教
育
上
最
悪
の
状
態
で
あ

る
の
で
現
場
を
早
急
に
調
査

す
べ
き
で
あ
る
。

長
田
市
長

こ
の
路
線
は
平
成
十
三
年

度
ま
で
継
続
し
て
側
溝
整
備

等
の
改
修
工
事
を
実
施
。
路

面
に
つ
い
て
は
亀
裂
・
沈
下

等
の
補
修
済
み
だ
が
、
今
回

現
地
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ

数
ヵ
所
の
補
修
・
補
強
を
要

す
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
た
。

緊
急
性
の
高
い
路
肩
部
よ
り

整
備
を
行
い
、
児
童
が
安
全

に
通
学
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
。市

民
生
活
課
担
当
が
現
地

を
確
認
済
み
で
あ
り
、
近
日

中
に
こ
の
付
近
に
立
て
札
を

設
置
し
て
注
意
を
喚
起
す
る

よ
う
対
応
し
て
い
る
。

農
業
振
興

平
成
十
七
年
度
農
林
関
係

予
算
の
補
助
金
が
減
額
や
廃

止
さ
れ
た
事
業
が
あ
る
。
今

後
の
農
業
振
興
に
支
障
を
き

た
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
農
業
の
振
興
を
計
っ

て
い
く
の
か
。

長
田
市
長

行
財
政
改
革
を
進
め
る
中

で
補
助
制
度
の
見
直
し
を

行
っ
た
結
果
、
一
部
を
廃

止
・
減
額
。
一
方
で
後
継
者

対
策
・
肉
用
牛
増
頭
対
策
に

対
す
る
補
助
等
を
新
設
し
、

担
い
手
の
育
成
・
基
幹
作
物

の
生
産
拡
大
・
高
収
益
農
業

の
推
進
・
ブ
ラ
ン
ド
化
等
、

農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

道
路
事
業

新
規
の
道
路
で
あ
る
本
村

神
里
線
は
壱
岐
の
畜
産
基
地

に
通
じ
る
道
路
で
大
型
車
の

出
入
り
も
多
い
。
通
学
路
で

も
あ
る
の
で
現
地
を
見
て
早

急
に
改
良
工
事
に
取
り
組
む

考
え
は
な
い
の
か
。
赤
瀬
か

ら
江
角
・
天
ヶ
原
へ
勝
本
線

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

長
田
市
長

本
村
神
里
線
は
平
成

十
六
年
度
に
起
債
事
業

の
申
請
を
し
た
が
不
採

択
。
十
七
年
度
も
申
請

予
定
。
ま
た
、
当
線
は

幅
員
七
�
の
基
幹
道
路

と
し
て
整
備
す
る
計
画

の
た
め
、
単
独
事
業
で

は
無
理
が
あ
る
。
勝
本

線
は
平
成
十
五
年
よ
り

県
道
昇
格
の
要
望
を
継

続
中
。

税
の
回
収
対
策
は

財
産
の
差
し
押
さ
え
の
計

画
が
あ
る
が
、
い
つ
か
ら
実

施
す
る
の
か
。
ま
た
、
機
構

改
革
を
通
じ
て
対
応
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
が
「
整
理
対

策
室
」
な
ど
設
置
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
。

長
田
市
長

現
在
預
金
調
査
を
行
っ
て

い
る
段
階
で
、
ま
だ
差
し
押

さ
え
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

早
い
時
期
に
行
う
。

安全・安心な通学路の整備を！（勝本小学校下付近）

本村神里線（芦辺町箱崎本村触）
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原
の
辻
遺
跡
に
関
す
る

原原
のの
辻辻
遺遺
跡跡
にに
関関
すす
るる

調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

調調
査査
特特
別別
委委
員員
会会
中中
間間
報報
告告

昨
年
末
に
設
置
さ
れ
た
「
原
の
辻
遺
跡
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
は
、
現
在
ま
で

に
二
回
開
催
し
た
。
初
回
は
一
月
二
十
五
日

で
あ
る
。

�
今
ま
で
の
経
過

�
整
備
基
本
計
画

�
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
た
。

・
財
源
は
特
例
債
・
復
元
整
備
補
助
・
町
づ

く
り
交
付
金
等
研
究
し
て
い
る
。

・
民
間
活
力
を
活
用
す
る
。

・
維
持
管
理
費
は
事
業
費
の
五
〜
一
〇
�
と

考
え
る
。

・
災
害
指
定
地
は
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
済
で
あ

る
。

・
二
�
の
用
地
と
造
成
で
苦
慮
し
て
い
る
。

「
整
備
基
本
計
画
案
」に
つ
い
て
は
公
表

（
一
月
三
十
一
日
）前
と
い
う
こ
と
で
慎
重
な

説
明
に
終
始
し
、
事
業
費
・
維
持
管
理
費
・

財
源
に
つ
い
て
も
明
確
な
説
明
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

本
委
員
会
の
調
査
目
的
を
確
認
す
る
と
と

も
に
次
回
は
事
業
費
等
に
つ
い
て
質
す
旨
の

意
思
統
一
を
図
っ
た
。

第
二
回
は
、
二
月
二
十
二
日
に
開
催
し
た
。

一
、
原
の
辻
遺
跡
復
元
整
備
事
業
の
現
況
と

今
後
に
つ
い
て

二
、
市
民
説
明
会
（
二
月
十
九
日
実
施
）
の

概
要

三
、
類
似
施
設
の
概
要

・
総
工
費
の
五
〇
�
（
約
十
億
円
）
の
持
ち

出
し
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

・
墓
域
と
の
連
結
は
圃
場
整
備
地
区
が
あ
り

直
接
結
べ
な
い
。
案
内
施
設
等
を
入
れ
て

つ
な
ぐ
こ
と
に
な
る
。

・
駐
車
場
の
整
備
は
多
目
的
広
場
や
案
内
施

設
に
組
み
込
む
。

・
文
化
庁
の
五
〇
�
は
内
定
。

・
人
件
費
（
文
化
財
課
よ
り
配
当
、
委
託
は

二
〜
三
人
）
は
一
体
化
で
も
考
え
る
。

・
入
場
料
の
問
題
は
、
通
年
型
・
修
学
旅
行

の
雨
天
対
策
等
、
工
夫
を
要
す
る
。

・
二
十
二
年
度
以
降
は
船
着
場
等
の
整
備
予

定
。
保
存
整
備
委
員
会
や
文
化
庁
も
入
る
。

・
説
明
会
で
は
厳
し
い
意
見
が
多
い
。

・
原
の
辻
に
限
ら
ず
予
算
の
使
い
方
に
疑
問

を
感
じ
る
。
積
算
単
価
が
高
い
の
で
は
な

い
か
。

・
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
吸
い
上
げ
、
地
域

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
方
策
が
必

要
で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
多
額
の
持
ち
出

し
を
考
え
る
と
き
、
慎
重
な
計
画
を
強
く
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
設
、
維
持
管
理

と
も
県
及
び
国
の
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で

も
ら
う
べ
く
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
旨
、
共

通
理
解
を
図
っ
た
。

原の辻展示館内の様子
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せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせららららららららららららららららららららららららららららら知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおのののののののののののののののののののののののののののののらららららららららららららららららららららららららららららかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
議会の傍聴について１

議案等、採決の方法について２

議会は誰でも自由に傍聴でき、多くの市民のお出でをお待ちしておりますが、傍聴に関しては、

地方自治法の規定により、壱岐市議会傍聴規則で、次の事項が決められておりますので、遵

守されるようお願いします。

◆議場における言論に対し、拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。

◆談論し、放歌し、高笑し、または騒ぎたてないこと。

◆鉢巻き・腕章の類をし、示威的行為をしないこと。

◆帽子、外とう、襟巻きの類をしないこと。

◆飲食または喫煙をしないこと。

◆みだりに席を離れ、また不体裁な行為をしないこと。

◆携帯電話その他の通信機器の電源を切ること。

◆その他議場の秩序を乱し、会議の妨害となる行為をしないこと。

（これらに違反すると議長より注意があり、それを無視すれば退場させられることがあり

ます。）

傍聴の際、議案の採決方法について分かりやすくお知らせします。

◆表決（議員が議長の要求に対し、賛否の意思表明をすること）の方法については、起立

か投票があり、投票については記名投票・無記名投票の方法があります。投票の場合、

議長がその方法を宣告し、宣告に対し異議があれば、議員の多数決により投票方法が決

定されるシステムで、ルールに基づいた意志決定の方法です。
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この議会だよりは、古紙配合率１００％の再生紙と、揮発性有機化合物を一切含まないノンVOC植物性インキを
使用しています。�
また、印刷はISO１４００１認証取得工場で行っています。�

ち
き

ゅう
にやさし

い

再
生紙使用

勝本町
福田 勝秀

郷ノ浦町
種田多恵子

豊かな島づくりに期待

機会をみては時折傍聴に行っています。合併後

の市議会は市民皆さんが関心をもっていられると

思っています。最初に傍聴に行ったときは旧町の

時と異なった空気に戸惑いを感じました。さすが

マンモス市議会の重大さに加え、市民の代表とい

う議論が交わされ、一般質問では多数の方々が行

財政改革、市民生活の様々な要望、改善策など提

案され、着実に成果が出ていると認識しています。

今日、議員減員が最終日に討議されましたことが

大事な局面を迎えると思いますが、合併協議会の

まとめを尊重し、６２名の時議論されるものは議論

し、市民生活、豊かな島づくりに力をお借りした

いものと期待するものです。

市民意識を政治に反映を

四町合併前の議会傍聴には幾度か出かけました

が、去る３月２５日、壱岐市議会定例会を初めて傍

聴しました。当日の傍聴は市議会始まって以来の

傍聴者数だったそうです。

皆さんの関心事は最後の日程第５２、発議「壱岐

市議会の解散に関する決議」の行方と、議員達の

反応を自分の目で確認したかったのではないで

しょうか。

解散決議案は、投票の結果、予想どおり否決さ

れました。議案提出をパフォーマンスと決めつけ

た議員もおられたけど、初心にかえって「議員と

はなんぞや、真の市民の代表とは」と自省し、広

く一般市民の声を聞く姿勢が欲しい。

財政難の今を乗り切るために、議員も市民も島

の将来の発展を考え、意識を高めていかなければ

ならないし、もっと議会にも足を運んでいかなけ

ればと痛感しました。

福
岡
県
西
方
沖
地
震
で
被
害
を
被
ら
れ
た
方
々
に
は
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ら
ん
ま
ん

春
爛
漫
。
壱
岐
市
が
誕
生
し
て
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
も
五
回
目
に
な
り
、
委
員
も
だ
い
ぶ
慣
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
佐
賀
県
嬉
野
町
研
修
で
得
た
知
識
が
委

員
の
意
識
改
革
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
議
会
で
は
、
十
七
年
度
当
初
予
算
が
提
案
さ
れ
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主
解
散

案
が
出
さ
れ
、
第
五
号
の
発
刊
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
否
決
と
な
り
、

何
と
か
無
事
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
期
せ
ぬ

地
震
も
あ
り
ま
し
た
。
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
世
の
中
、
し
っ

か
り
足
を
地
に
着
け
て
、
あ
わ
て
ず
に
的
確
な
判
断
を
し
て
行
動
し

た
い
も
の
で
す
。

第５号
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